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東
洋
文
庫
漢
籍
善
本
紹
介

會　

谷　

佳　

光　

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
筆
者
が
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
九
年
度
に
か
け
て
担
当
し
て
き
た
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
「
漢
籍
整
理
長
期
研

修
」
の
た
め
に
作
成
し
た
研
修
用
資
料
を
も
と
に
整
理
・
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
修
用
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
洋
文
庫
の

蔵
書
の
中
か
ら
、
鈔
本
、
刊
本
（
宋
版
・
元
版
・
明
版
・
地
方
志
・
族
譜
）、
套
印
本
、
高
麗
・
朝
鮮
本
、
越
南
本
、
和
刻
本
（
春
日
版
・

五
山
版
・
古
活
字
版
・
覆
古
活
字
本
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
、
あ
る
い
は
特
徴
的
な
資
料
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
先
行
研
究

を
参
照
し
つ
つ
、
現
物
を
実
査
し
て
解
題
の
作
成
を
行
い
、
毎
年
度
、
解
題
の
見
直
し
や
紹
介
資
料
の
入
れ
替
え
等
を
行
っ
て
き
た
。
な

お
、（
24
）「
雪
竇
明
覚
大
師
語
録
」
に
つ
い
て
は
、
東
洋
文
庫
編
『
岩
崎
文
庫
の
名
品
―
叡
智
と
美
の
輝
き
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
一

年
二
月
）
の
「
雪
竇
明
覚
大
師
語
録
」
の
解
説
を
執
筆
し
た
際
に
行
っ
た
書
誌
調
査
を
も
と
に
、
今
回
追
加
調
査
を
行
っ
て
作
成
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

東
洋
文
庫
の
漢
籍
善
本
を
調
査
し
、
改
め
て
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
の
関
係
者
の



二

皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
研
修
の
中
で
展
示
・
紹
介
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
参
加
者
よ
り
ご
指
摘
ご
教
示
を
い
た

だ
き
、
翌
年
度
の
研
修
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　

凡　
　

例

例一
、
書
誌
事
項
は
、
書
名
・
巻
数
、
編
著
者
名
、
出
版
事
項
、
冊
数
、
請
求
記
号
、
版
式
、
内
容
構
成
、
版
心
題
、
刊
記
、
奥
付
、
題
簽

題
、
印
記
（
蔵
書
印
）、
書
入
、
そ
の
他
特
記
事
項
か
ら
な
り
、
推
測
・
補
足
し
た
文
字
は
「〔　

〕」
付
き
で
記
し
た
。

一
、
書
名
は
、
原
則
と
し
て
、
第
一
巻
の
巻
頭
書
名
に
よ
っ
た
。
第
一
巻
に
巻
頭
書
名
が
な
い
場
合
や
、
巻
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
等
は
、

適
宜
、
目
録
題
・
末
題
・
版
心
題
等
に
従
っ
た
。

一
、
改
行
は
「
／
」
で
表
し
、
小
字
で
記
さ
れ
る
文
字
は
「〈　

〉」
付
き
で
記
し
た
。

一
、
書
誌
事
項
の
後
に
、
著
者
、
書
物
の
内
容
、
出
版
・
書
写
の
経
緯
、
流
伝
の
状
況
、
旧
蔵
者
等
に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
簡
略
な
解

説
を
付
し
た
。
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目　
　

次

【
鈔
本
】

（
１
）
唐
人
雑
鈔	

（
２
）
永
楽
大
典

（
３
）
外
戚
事
鑑	

（
４
）
南
巡
盛
典

（
５
）
大
清
聖
祖
合
天
弘
運
文
武
睿
哲
恭
倹
寛
裕
孝
敬
誠
信
中
和
功
徳
大
成
仁
皇
帝
実
録
（
康
煕
帝
実
録
）

【
刊
本
】

〈
宋
版
〉

（
６
）
雑
阿
含
経	
（
７
）
歴
代
地
理
指
掌
図

（
８
）
文
選

〈
元
版
〉

　
（
９
）
周
易
経
伝
集
程
朱
解
附
録
纂
註

〈
明
版
〉

　
（
10
）
高
僧
伝	

（
11
）
七
経
図

〈
地
方
志
〉
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（
12
）
新
寧
県
誌	

（
13
）
新
寧
県
志

〈
族
譜
〉

　
（
14
）
新
安
程
氏
統
宗
世
譜	

（
15
）
新
安
名
族
志

【
套
印
本
】

　
（
16
）
選
詩	

（
17
）
杜
工
部
集

【
高
麗
・
朝
鮮
本
】

　
（
18
）
禅
林
宝
訓	

（
19
）
芸
文
類
聚

【
越
南
本
】

　
（
20
）
大
越
史
記
外
紀
全
書	
（
21
）
地
志
類

【
和
刻
本
】

〈
春
日
版
〉

　
（
22
）
因
明
正
理
門
論
本

〈
五
山
版
〉

　
（
23
）
緇
林
宝
訓	

（
24
）
雪
竇
明
覚
大
師
語
録

〈
古
活
字
版
〉

（
25
）
勧
学
文	

（
26
）
新
雕
皇
朝
類
苑



五

（
27
）
六
韜	

（
28
）
帝
鑑
図
説

（
29
）
群
書
治
要	

（
30
）
仏
説
不
増
不
減
経

（
31
）
摩
訶
止
観
科
解

〈
覆
古
活
字
本
〉

　
（
32
）
列
子
鬳
斎
口
義	

（
33
）
列
子
鬳
斎
口
義

【
鈔
本
】

（
１
）
唐
人
雑
鈔
一
巻

　

唐
欠
名
輯　

唐
末
鈔
本　

一
軸　

XI
―

０
―

１　

敦
煌
文
献

　

無
辺
縦
一
三
・
九
㎝
横
八
九
・
五
㎝
、
無
界
全
六
十
二
行
字
数
不
同
、
朱
筆
圏
点
・
傍
線
あ
り
。
無
題
。
改
装
錦
繍
表
紙
。
題
簽
「
唐

人
雑
鈔　

文
徳
元
年
」。

　
「
楼
」・「
兄
弟
」・
班
固
「
東
京
賦
」・
張
衡
「
西
京
賦
」・
唐
興
「
寒
松
賦
」・
陸
景
『
典
語
』・「
東
京
離
宮
賦
」・『
荘
子
』・『
孟
子
』
等

の
文
章
を
抄
出
す
る
が
、
一
貫
性
は
な
く
、
既
存
文
献
に
未
見
の
文
や
異
同
が
多
い
。
本
書
は
饒
宗
頤
・
栄
新
江
・
陳
国
燦
三
氏
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
論
及
さ
れ
、
特
に
第
五
十
二
～
五
十
七
行
「
旌
節
、
文
徳
元
年
（
八
八
八
）
十
月
十
五
日
午
時
入
沙
州
、
押
節
大
夫
宋
光
庭
、

副
使
朔
方
押
牙
康
元
誠
、
上
下
廿
人
。
十
月
十
九
日
中
館
設
後
、
廿
日
送
。」
の
一
文
は
、
帰
義
軍
時
代
の
敦
煌
史
料
と
し
て
栄
新
江
氏
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
東
京
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
赤
外
線
撮
影
で
、
紙
背
に
二
行
半
約
三
十
四
字
の
辞
賦
ら
し
き
文
章
が
あ
る
こ
と



六

が
確
認
さ
れ
た
。「
唐
人
雑
鈔
」
は
旧
蔵
者
長
尾
雨
山
（
名
甲
、
字
子
生
。
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）
の
命
名
。
京
都
の
藤
井
斉
成
会
有
鄰

館
に
帰
し
た
後
、
書
肆
を
介
し
て
、
当
時
東
洋
文
庫
研
究
員
で
あ
っ
た
池
田
温
氏
の
所
有
と
な
り
、
二
〇
〇
八
年
に
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ

れ
た
。
東
洋
文
庫
は
世
界
各
国
に
収
蔵
さ
れ
る
敦
煌
文
献
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
収
蔵
す
る
が
、
現
物
の
所
蔵
は
本
書
が
初
め
て
で
あ

る
。

【
参
考
資
料
】

池
田
温
「『
唐
人
雑
鈔
』
に
つ
い
て
」（『
東
洋
文
庫
書
報
』
第
41
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）、「
同
（
続
）」（
同
42
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

（
２
）
永
楽
大
典
二
万
二
千
八
百
七
十
七
巻
目
録
六
十
巻　

存
六
十
三
巻

　

明
解
縉
等
奉
勅
輯　

嘉
靖
四
十
一
年
内
府
朱
絲
欄
重
鈔
本　

三
十
四
冊　

XI
―

３
―

Ｂ
―

26

　

巻
五
五
四
に
よ
り
書
誌
を
記
す
。
双
辺
縦
三
四
・
八
㎝
横
二
二
・
一
㎝
、
有
界
八
行
十
八
字
注
文
中
字
小
字
双
行
二
十
八
字
、
三
魚
尾

小
黒
口
、
句
四
声
点
。
首
「
永
楽
大
典
巻
之
五
百
五
十
四
〈
一
東
〉」。
版
心
題
「
永
楽
大
典
」。
黄
絹
表
紙
。
表
紙
の
右
上
（
正
方
形
）・

左
上
（
長
方
形
）
に
青
紙
を
貼
付
し
、
そ
の
上
に
「
一
東
／
二
百
三
十
九
」
と
墨
書
し
た
黄
絹
と
、「
永
楽
大
典
〈
巻
五
百
五
十
四
／
之
五

百
五
十
六
〉」
と
墨
書
し
た
黄
絹
題
簽
を
そ
れ
ぞ
れ
貼
付
す
る
。
青
紙
は
黄
絹
よ
り
若
干
大
き
い
た
め
青
い
縁
取
り
と
な
る
。
毎
冊
末
の
副

葉
に
重
録
総
校
官
・
分
校
官
・
写
書
官
の
職
銜
・
姓
名
を
記
す
。

　
『
永
楽
大
典
』
は
明
の
成
祖
永
楽
帝
（
在
位
一
四
〇
二
～
二
四
）
の
勅
命
で
永
楽
六
年
（
一
四
〇
八
）
に
編
纂
さ
れ
た
史
上
最
大
規
模
の

類
書
で
あ
る
。『
洪
武
正
韻
』（
東
洋
文
庫
蔵
本
に
洪
武
八
年
（
一
三
七
五
）
序
刊
本
（
XI
―

３
―

Ａ
―
ａ
―

２
）
あ
り
）
の
小
韻
の
文
字
に
従
っ



七

て
項
目
を
立
て
、
当
時
伝
存
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
書
籍
を
集
め
て
収
録
し
た
。
一
書
全
て
を
採
録
し
た
書
籍
も
あ
れ
ば
、
ば
ら
し
て
採
録

し
た
書
籍
も
あ
る
。
出
典
は
朱
筆
で
記
さ
れ
、
墨
筆
の
書
名
は
孫
引
き
文
献
で
あ
る
。
原
本
は
明
末
に
焼
失
し
た
と
い
わ
れ
、
嘉
靖
四
十

一
年
（
一
五
六
二
）
に
鈔
写
さ
れ
た
副
本
が
清
朝
に
受
け
継
が
れ
た
が
、
清
末
の
義
和
団
事
変
で
大
部
分
が
焼
失
し
、
残
り
は
世
界
各
地

に
分
散
し
た
。
一
一
〇
九
五
冊
中
、
現
存
す
る
の
は
四
百
冊
八
百
巻
の
み
。
佚
書
を
多
く
引
用
す
る
た
め
、
し
ば
し
ば
輯
佚
に
用
い
ら
れ

る
。
東
洋
文
庫
が
所
蔵
す
る
巻
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
の
別
表
１
【
東
洋
文
庫
所
蔵
『
永
楽
大
典
』
リ
ス
ト
】
の
通
り
。

（
３
）
外
戚
事
鑑
五
巻

　

明
宣
宗
朱
瞻
基
撰　

宣
徳
元
年
内
府
朱
絲
欄
彩
色
鈔
本　

二
冊　

XI
―

３
―

Ｂ
―

12

　

双
辺
縦
二
六
・
一
㎝
横
一
六
・
六
㎝
、
有
界
九
行
十
九
乃
至
二
十
一
字
、
双
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
宣
徳
元
年
（
一
四
二
六
）「
御
製

外
戚
事
鑑
序
」、
次
「
外
戚
事
鑑
目
録
」、
次
「
外
戚
事
鑑
巻
之
一
」、
以
下
至
巻
五
。
版
心
題
「
外
戚
鑑
」。
題
簽
題
「
御
製
外
戚
事
鑑
」。

　

本
書
は
、
明
の
宣
宗
宣
徳
帝
（
在
位
一
四
二
五
～
三
五
）
が
歴
代
の
外
戚
（
皇
后
の
親
族
）
七
十
九
人
の
事
績
を
集
め
た
も
の
で
、
勧

善
戒
悪
の
書
と
し
て
皇
族
に
下
賜
さ
れ
た
。
善
行
を
巻
一
至
三
、
悪
行
を
巻
四
・
五
に
収
め
、
外
戚
の
小
伝
を
記
し
た
後
、
そ
の
事
績
に

ま
つ
わ
る
場
面
を
鮮
や
か
な
色
彩
で
描
く
。

（
４
）
南
巡
盛
典
一
百
二
十
巻　

存
巻
第
二
十
至
第
二
十
二

　

清
高
晋
等
奉
勅
撰　

清
内
府
朱
絲
欄
鈔
本　

文
源
閣
四
庫
全
書
之
一　

一
冊　

XI
―

３
―

Ｂ
―

22　

岩
崎
文
庫



八

　

左
右
双
辺
縦
二
一
・
六
㎝
横
一
四
・
四
㎝
、
有
界
八
行
二
十
一
字
、
単
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
「
欽
定
四
庫
全
書
／
南
巡
盛
典
巻
二

十
」、
以
下
至
巻
二
十
二
。
版
心
題
「
欽
定
四
庫
全
書　

南
巡
盛
典
」。
丹
絹
表
紙
。
表
紙
左
上
に
「
欽
定
四
庫
全
書
〈
史
部
／
南
巡
盛
典

〈
二
十
至
二
十
二
〉〉」
と
墨
書
す
。
表
紙
裏
に
「
詳
校
官
主
事
〈
臣
〉
丁
堦
」
と
墨
書
し
た
黄
色
の
付
箋
を
貼
付
す
。
巻
尾
に
総
校
官
等
の

署
名
あ
り
。

　

四
庫
全
書
は
清
の
乾
隆
帝
（
在
位
一
七
三
五
～
九
五
）
の
勅
命
に
よ
り
、
中
国
全
土
に
伝
わ
る
あ
ら
ゆ
る
書
物
を
収
集
・
整
理
し
て
、

乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
に
完
成
し
た
世
界
最
大
の
叢
書
で
、
全
三
千
四
百
五
十
七
部
、
約
六
千
箱
、
約
三
万
六
千
冊
、
約
七
万
九

千
巻
に
及
ぶ
。
こ
れ
を
中
国
の
伝
統
的
な
分
類
法
「
四
部
分
類
」（
本
稿
末
の
別
表
２
【『
四
庫
全
書
』
の
四
部
分
類
】
を
参
照
）
で
分
類

し
、
四
つ
の
書
庫
「
四
庫
」
に
収
め
た
。
す
べ
て
手
書
き
で
正
本
七
セ
ッ
ト
、
副
本
一
セ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
、
正
本
の
う
ち
文
淵
閣
（
北

京
・
紫
禁
城
）、
文
源
閣
（
北
京
・
円
明
園
）、
文
津
閣
（
熱
河
・
避
暑
山
荘
）、
文
溯
閣
（
瀋
陽
・
盛
京
宮
殿
）
の
北
四
閣
（
内
廷
四
閣
）

に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
皇
室
・
高
級
官
僚
が
利
用
し
、
文
匯
閣
（
揚
州
・
大
観
堂
）、
文
宗
閣
（
鎮
江
・
金
山
寺
）、
文
瀾
閣
（
杭
州
・
聖

因
寺
行
宮
）
の
南
三
閣
（
江
浙
三
閣
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
、
及
び
副
本
（
北
京
・
翰
林
院
）
は
民
間
の
学
者
の
利
用
に
供
さ
れ
た
。
本

書
は
、
咸
豊
十
年
（
一
八
六
〇
）
の
ア
ロ
ー
戦
争
で
焼
失
し
た
文
源
閣
本
の
零
本
で
、「
天
子
古
希
」・「
文
源
／
閣
宝
」・「
天
主
信
人
」・

「
円
明
／
園
宝
」
の
朱
印
を
捺
す
。
内
容
は
乾
隆
帝
が
乾
隆
十
六
年
（
一
七
五
一
）
か
ら
三
十
年
に
か
け
て
江
蘇
・
浙
江
を
巡
幸
し
た
時
の

記
録
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
で
は
、
他
に
文
源
閣
本
『
草
廬
集
』
百
巻
（
存
巻
一
至
十
、
九
冊
）、
文
溯
閣
本
『
鯨
背
吟
集
』
一
巻
（
一
冊
）

を
所
蔵
す
る
。



九

（
５
）
大
清
聖
祖
合
天
弘
運
文
武
睿
哲
恭
倹
寛
裕
孝
敬
誠
信
中
和
功
徳
大
成
仁
皇
帝
実
録
三
百
巻　

欠
巻
第
一
至
第
一
百
五
十

　

清
乾
隆
初
年
勅
撰 　

清
内
府
朱
絲
欄
鈔
本　

用
巻
第
百
九
十
九
至
第
二
百
一
別
鈔
本
補
配　

一
百
五
十
冊　

XI
―

３
―

Ｂ
―

36　

皇
史
宬

旧
蔵
本

　

双
辺
縦
二
五
・
九
㎝
横
一
八
・
五
㎝
（
書
型
縦
四
四
・
八
㎝
横
二
九
・
五
㎝
）、
有
界
九
行
十
八
字
、
無
魚
尾
白
口
、
句
四
声
点
（
朱
）。

首
「
大
清
聖
祖
合
天
弘
運
文
武
睿
哲
恭
倹
寛
裕
孝
敬
誠
／
信
中
和
功
徳
大
成
仁
皇
帝
実
録
巻
之
一
百
五
十
一
／
監
修
総
裁
官
光
禄
大
夫
太

保
兼
太
子
太
傅
保
和
殿
大
学
士
兼
戸
部
尚
書
二
等
伯
加
四
／
級
臣
馬
斉
光
禄
大
夫
経
筵
日
講
官
起
居
注
少
保
兼
太
子
太
保
保
和
殿
大
学
士

仍
兼
／
管
吏
部
戸
部
尚
書
翰
林
院
掌
院
事
加
二
級
又
加
一
級
臣
張
廷
玉
光
禄
大
夫
経
筵
講
／
官
太
子
太
傅
文
華
殿
大
学
士
仍
兼
理
戸
部
尚

書
事
務
加
五
級
又
加
二
級
臣
蒋
廷
錫
／
総
裁
官
光
禄
大
夫
文
華
殿
大
学
士
兼
吏
部
尚
書
臣
朱
軾
等
奉
／
敕
修
」、
以
下
至
巻
之
三
百
。
版
心

題
「
実
録
」。
題
簽
題
「
大
清
聖
祖
仁
皇
帝
実
録
」
又
別
題
簽
「
巻
之
一
百
五
十
一
／
康
煕
三
十
年
四
月
／
至
五
月
」。
五
十
帙
（
第
五
十

一
至
第
百
函
）、
帙
題
簽
「
大
清
聖
祖
仁
皇
帝
実
録
」
又
別
題
簽
「
第
五
十
一　

三
巻
／
康
煕
三
十
年
四
／
月
至
十
二
月
」。

　

帙
・
表
紙
・
背
と
も
朱
絹
を
用
い
る
。
表
紙
の
右
上
（
正
方
形
）・
左
上
（
長
方
形
）
に
青
絹
を
貼
付
し
、
そ
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
文
字
を

記
し
た
朱
絹
題
簽
を
貼
付
す
る
。
青
絹
は
朱
絹
題
簽
よ
り
若
干
大
き
い
た
め
青
い
縁
取
り
と
な
る
。
匡
郭
は
印
刷
で
は
な
く
、
一
本
一
本

手
で
引
か
れ
て
い
る
。
料
紙
を
書
写
面
が
内
側
に
来
る
よ
う
に
一
枚
一
枚
谷
折
り
し
て
、
料
紙
の
折
り
目
と
小
口
を
そ
れ
ぞ
れ
幅
数
㎝
糊

付
け
し
、
さ
ら
に
本
文
の
前
後
に
二
紙
ず
つ
副
葉
を
加
え
て
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
厚
様
の
料
紙
二
枚
を
、
一
枚
の
朱
絹
で
書
背
を
覆

う
よ
う
に
貼
り
付
け
、
前
後
の
副
葉
を
こ
の
台
紙
に
貼
り
付
け
て
装
訂
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
粘
葉
装
」
と
呼
ば
れ
る
装
訂
に
近
い
。

朱
絹
の
意
匠
は
、
題
簽
・
帙
・
表
紙
と
も
鳳
凰
と
雲
で
あ
る
。



一
〇

　

本
文
は
低
一
格
で
記
さ
れ
、
皇
帝
等
敬
意
を
表
す
る
必
要
の
あ
る
文
字
で
抬
頭
す
る
。
巻
第
三
百
末
の
副
葉
第
一
丁
表
に
「
乾
隆
四
年

十
月
二
十
五
日
大
学
士
三
等
／
伯
臣
鄂
爾
泰
臣
張
廷
玉
大
学
士
臣
徐
本
／
等
遵
／
（
二
格
抬
頭
）
旨
増
入
恭
加
／
（
三
格
抬
頭
）
尊
諡
」

と
あ
り
、
乾
隆
帝
の
命
に
遵
っ
て
尊
諡
を
増
入
し
た
旨
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。
本
文
中
、
処
々
に
朱
筆
で
「
胤
禛
」
と
記
し
た
黄
絹
が
貼

付
さ
れ
、
黄
絹
の
下
は
二
字
分
空
欄
と
な
っ
て
い
る
。「
胤
禛
」
は
、
康
煕
帝
（
在
位
一
六
六
一
～
一
七
二
二
）
の
第
四
子
雍
正
帝
（
在
位

一
七
二
二
～
三
五
）
の
名
で
あ
る
。
本
来
皇
帝
の
名
は
避
諱
し
て
欠
筆
等
で
処
理
す
る
と
こ
ろ
、
乾
隆
帝
の
命
で
雍
正
帝
の
名
を
増
入
し

た
の
で
あ
る
。
他
の
皇
子
の
名
に
も
「
胤
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
雍
正
帝
が
即
位
後
「
允
」
に
改
め
さ
せ
た
の
で
、
本
書
の
中
で

は
皆
「
允
」
に
作
る
。

　
「
実
録
」
と
は
、
皇
帝
の
没
後
、
起
居
注
（
皇
帝
の
左
右
に
侍
す
る
史
官
が
皇
帝
の
言
行
を
記
録
し
た
も
の
）
を
中
心
と
し
た
文
書
や
記

録
を
も
と
に
、
皇
帝
一
代
の
出
来
事
を
編
年
体
で
編
纂
し
た
書
物
の
こ
と
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
に
は
康
煕
三
十
年
（
一
六
九
一
）
四

月
か
ら
六
十
一
年
十
一
月
ま
で
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
清
朝
実
録
は
、
漢
文
五
部
・
満
文
五
部
・
蒙
古
文
四
部
の
三
種
十
四
部
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
漢
文
五
部
は
、
装
訂
の
違
い
に
よ
っ
て
、
大
紅
綾
本
二
部
、
小
紅
綾
本
二
部
、
小
黄
綾
本
一
部
に

分
け
ら
れ
る
。
故
宮
博
物
院
が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
の
は
小
紅
綾
本
で
あ
り
、
大
紅
綾
本
は
明
清
代
の
公
文
書
館
で
あ
る
皇
史
宬
、
盛
京

崇
謨
閣
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
東
洋
文
庫
所
蔵
本
は
、
こ
れ
ま
で
東
洋
文
庫
の
初
代
理
事
長
井
上
準
之
助
（
一
八
六
九
～
一
九

三
二
）
の
時
代
に
、
北
京
の
故
宮
か
ら
の
流
出
本
を
購
入
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
た
が
（
光
緒
帝
の
実
録
全
巻
も
同
時
に
購
入
）、
華
麗

な
装
訂
を
持
つ
大
型
の
美
本
で
あ
り
、
か
つ
現
在
皇
史
宬
旧
蔵
の
大
紅
綾
本
を
所
蔵
す
る
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
に
首
三
巻
、
巻
第
一
至

第
百
五
十
第
百
九
十
九
至
第
二
百
一
が
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
は
皇
史
宬
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
大
紅
綾
本
で
あ
る
。



一
一

　

ま
れ
に
「
録　

漢
（
朱
印
）
字　

一
百
一
（
墨
筆
）
号
／
聖
祖
仁
皇
帝
実
録
第　

六
十
一
（
墨
筆
）
函
／
由　

年
至　

年
共　

本
／
三

十
六
年
三
月
至
五
月　

三
本
（
墨
筆
）」「
漢
（
朱
印
）　

第
壹
（
墨
筆
）
行
〈
十
／
六
〉（
墨
筆
）
箱
貳
（
墨
筆
）
格　

月
（
朱
印
）」（
第

六
十
一
函
。
ゴ
シ
ッ
ク
が
墨
刷
）
と
印
刷
さ
れ
た
付
箋
二
種
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。「
漢
（
朱
印
）
字
」
は
、
満
文
の
実
録
に
対
す
る
漢
文

の
実
録
の
意
と
見
ら
れ
る
。
皇
史
宬
内
で
の
配
架
場
所
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
巻
第
百
九
十
九
至
第
二
百
一
の
一
帙
三
冊
は
、
書
型
・
版
式
・
装
訂
が
他
巻
と
よ
く
似
て
は
い
る
も
の
の
、
表
紙
の
台
紙
が
薄
く
、

濃
藍
の
絹
が
用
い
ら
れ
、
意
匠
は
雲
の
み
で
、
帙
留
め
の
紐
の
色
・
意
匠
も
異
な
り
、
爪
は
意
匠
こ
そ
同
じ
で
あ
る
が
、
若
干
細
い
。
本

文
は
句
点
の
み
で
四
声
点
は
な
く
、「
胤
禛
」
と
あ
る
べ
き
箇
所
は
空
欄
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
に
入
る
前
に
、
欠
巻
の
補
充

に
あ
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
刊
本
】

〈
宋
版
〉

（
６
）
雑
阿
含
経
五
十
巻　

存
巻
第
三
十
九

　

劉
宋
求
那
跋
陀
羅
訳　

紹
聖
三
年
福
州
東
禅
等
覚
院
刊
本　

福
州
版
大
蔵
経
之
一　

一
帖　

XI
―

１
―

22

　

天
地
単
辺
縱
二
四
・
七
㎝
橫
一
一
・
〇
㎝
（
一
張
六
六
・
七
㎝
）、
無
界
一
張
六
面
毎
面
六
行
十
七
字
、
無
点
。
首
「
雑
阿
含
経
巻
第
三

十
九　

流
／
宋
天
竺
三
蔵
求
那
跋
陀
羅
訳
」。
各
張
の
折
り
目
一
箇
所
に
千
字
文
「
流
」・
巻
次
・
張
次
を
刻
す
。
刊
記
「
福
州
東
禅
等
覚

院
住
持
伝
法
沙
門
智
賢
謹
募
衆
縁
恭
為
／
今
上
皇
帝
祝
延　

聖
寿
闔
郡
官
僚
同
資
禄
位
雕
造
／
大
蔵
経
印
板
計
五
百
余
函　

時
紹
聖
三
年



一
二

十
月　

日
謹
題
」（
巻
首
）。
第
十
四
張
第
四
面
至
第
十
六
張
第
六
面
は
紙
背
に
印
刷
さ
れ
る
。
末
題
次
行
に
「
詳
対
経
弟
子
黄
〈
端
〉
／

詳
対
経
沙
門
〈
道
〉
／
都
句
当
蔵
主
沙
門
〈
集
成
〉
／
同
勧
縁
聖
泉
寺
賜
紫
沙
門
〈
恵
栄
〉
／
同
句
当
住
聖
泉
寺
伝
法
沙
門
〈
紹
登
〉
／

都
勧
首
住
持
伝
法
沙
門
〈
智
賢
〉
／
前
都
勧
首
住
持
伝
法
慧
空
大
師
〈
沖
真
〉
／
証　

会　

霊　

応　

侯　

王
」
と
あ
り
。
印
造
記
「
東

禅
」「
福
州
東
禅
経
／
生
林
璋
印
造
」。
印
記
「
月
明
荘
」。
帙
題
簽
「
北
宋
版
雑
阿
含
経
〈
天
籟
題
〉」、
ま
た
印
記
「
青
谷
茂
」
あ
り
。

　
「
阿
含
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
パ
ー
リ
語
の
ア
ー
ガ
マĀ
gam
a

（「
伝
来
」
の
意
）
の
音
写
で
、「
代
々
伝
承
さ
れ
て
き
た
経
」
を

意
味
す
る
。
阿
含
経
典
は
初
期
仏
教
の
経
典
で
あ
り
、
長
阿
含
・
中
阿
含
・
増
一
阿
含
・
雑
阿
含
の
四
経
を
「
四
阿
含
」
と
称
す
る
。
こ

の
う
ち
雑
阿
含
経
は
、
千
三
百
六
十
二
の
経
典
を
集
め
た
も
の
。
本
書
は
福
州
版
大
蔵
経
の
一
つ
で
、
北
宋
の
紹
聖
三
年
（
一
〇
九
六
）

の
刊
記
は
東
洋
文
庫
の
所
蔵
す
る
漢
籍
の
中
で
最
も
年
代
の
古
い
も
の
で
あ
る
。
唐
末
以
来
仏
教
が
盛
行
し
た
福
建
で
は
、
北
宋
神
宗
（
在

位
一
〇
六
七
～
八
五
）
の
時
代
に
慧
空
大
士
冲
真
ら
の
発
願
に
よ
っ
て
福
州
の
東
禅
等
覚
院
で
開
版
さ
れ
、
三
十
余
年
後
の
徽
宗
（
在
位

一
一
〇
〇
～
二
五
）
の
時
代
に
完
成
し
た
「
東
禅
寺
版
」
と
、
そ
の
完
成
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
本
明
禅
師
の
発
願
に
よ
っ
て
福
州
の
開

元
禅
寺
で
開
版
さ
れ
、
約
四
十
年
後
の
南
宋
高
宗
（
在
位
一
二
一
三
～
五
九
）
の
時
代
に
完
成
し
た
「
開
元
寺
版
」
の
二
種
の
大
蔵
経
が

刊
行
さ
れ
た
。
日
宋
・
日
元
貿
易
に
よ
り
日
本
に
伝
来
し
た
多
数
の
福
州
版
大
蔵
経
の
う
ち
、
現
存
す
べ
て
が
両
蔵
の
混
合
蔵
で
あ
り
、

経
典
単
位
・
巻
単
位
・
張
単
位
の
混
合
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
中
村
菊
之
進
氏
旧
蔵
。

（
７
）
歴
代
地
理
指
掌
図
不
分
巻

　

宋
〔
税
安
礼
〕
撰　

南
宋
初
刊
本　

一
冊　

XI
―

１
―

３



一
三

　

双
辺
縦
二
二
・
一
㎝
横
一
六
・
四
㎝
、
有
界
十
五
行
二
十
六
字
注
文
小
字
双
行
三
十
九
字
、
単
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
蘇
軾
「
歴
代
地

理
指
掌
図
序
」、
次
「
歴
代
地
理
指
掌
図
目
録
」、
次
「
古
今
華
夷
区
域
楤
要
図
」
他
四
十
三
図
、
次
「
楤
論
」。
版
心
題
「
指
掌
」、
版
心

上
部
に
ま
ま
刻
字
数
あ
り
。
刊
記
「
西
川
成
都
府
市
西
兪
家
印
」（
巻
末
）。
印
記
「
清
見
寺
常
住
」「
江
風
山
／
月
荘
」「
福
堂
」「
雲
邨
文

庫
」。
な
お
版
式
は
丁
ご
と
に
小
異
が
あ
る
。

　

著
者
は
蘇
軾
・
税
安
礼
・
著
者
不
明
の
三
説
が
あ
る
が
、
北
宋
の
税
安
礼
の
撰
で
、
初
め
蜀
で
刊
行
さ
れ
て
流
通
し
、
の
ち
書
肆
に
よ
っ

て
税
安
礼
の
名
が
削
ら
れ
、
蘇
軾
に
仮
託
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
第
四
十
四
図
「
聖
朝
升
改
廃
置
州
郡
図
」
中
の

地
名
が
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
初
の
状
況
を
反
映
し
、「
楤
論
」
中
、
欽
宗
（
在
位
一
一
二
五
～
二
七
）
の
諱
「
桓
」
を
避
け
て

「
桓
」
字
の
末
筆
を
欠
く
等
、
南
宋
紹
興
前
期
の
刊
本
と
見
ら
れ
る
。

　

本
書
は
現
存
最
古
の
中
国
歴
史
地
図
集
で
あ
り
、
帝
嚳
か
ら
宋
代
ま
で
の
歴
代
地
理
沿
革
を
図
解
し
た
全
四
十
四
図
及
び
総
論
を
収
載

す
る
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
清
見
寺
（
静
岡
県
静
岡
市
興
津
清
見
寺
町
）
の
旧
蔵
で
、
明
治
大
正
期
の
書
肆
（
山
城
屋
佐
助
の
分
家
）・
政

治
家
稲
田
政
吉
か
ら
、
岩
崎
久
弥
（
一
八
六
五
～
一
九
五
五
）
の
和
漢
書
収
集
の
顧
問
で
あ
っ
た
和
田
維
四
郎
（
一
八
五
六
～
一
九
二
〇
、

号
雲
村
）
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰
し
た
。
宋
版
は
五
・
六
種
あ
っ
た
が
、
現
在
伝
わ
る
の
は
東
洋
文
庫
蔵
本
の
み
で
あ
り
、
商
務
印
書
館

を
主
宰
し
た
張
元
済
（
一
八
六
七
～
一
九
五
九
）
に
よ
っ
て
『
中
華
学
芸
社
輯
印
古
書
』
に
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
未
刊
に
終

わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
八
九
年
に
『
宋
本
歴
代
地
理
指
掌
図
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
景
印
さ
れ
、
さ
ら
に
『
続
修
四
庫

全
書
』
に
再
録
さ
れ
た
。



一
四

（
８
）
文
選
六
十
巻
目
録
一
巻

　

梁
蕭
統
輯　

唐
李
善
等
注　

紹
興
二
十
八
年
跋
明
州
刊
逓
修
本　

改
装
三
十
二
冊
（
第
二
冊
全
丁
白
紙
）　

XI
―

６
―

Ｃ
―

１

　

左
右
双
辺
縦
二
二
・
三
㎝
横
一
四
・
七
㎝
、
有
界
十
行
十
八
字
乃
至
二
十
五
字
注
文
小
字
双
行
二
十
九
字
至
三
十
三
字
、
単
魚
尾
白
口
、

無
点
。
首
梁
昭
明
太
子
撰
五
臣
并
李
善
注
「
文
選
総
目
録
」、
次
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
李
善
「
李
善
上
文
選
注
表
」、
次
開
元
六
年
（
七

一
八
）
五
臣
「
進
集
注
文
選
表
」、
次
梁
昭
明
太
子
撰
「
文
選
序
」、
次
「
文
選
巻
第
一
／
梁
昭
明
太
子
撰
／
五
臣
并
李
善
注
」、
以
下
至
巻

第
六
十
、
次
紹
興
二
十
八
年
（
一
一
五
八
）
盧
欽
〔
跋
〕。
版
心
題
「
文
選
」、
版
心
下
部
に
刻
工
名
あ
り
。
無
刊
記
。
玄
・
泫
・
炫
・
鉉
・

絃
、
敬
・
擎
・
警
・
驚
（「
敬
」
部
分
の
末
筆
）、
弘
・
泓
、
殷
、
恒
、
貞
、
譲
、
勗
、
桓
、
彀
に
欠
筆
あ
り
。
巻
第
三
十
六
第
五
十
一
の

第
三
丁
丁
付
の
上
に
「
○
」
あ
り
。
巻
第
一
第
二
十
二
丁
欠
。
無
印
。
裏
打
ち
あ
り
。
目
録
第
一
・
三
十
一
丁
補
鈔
。
巻
第
五
十
五
第
一

丁
表
第
十
行
・
裏
第
一
行
の
破
損
・
裏
打
ち
箇
所
に
補
鈔
あ
り
。
朱
墨
点
、
朱
墨
筆
書
入
、
青
紙
・
赤
紙
に
よ
る
不
審
紙
（
青
紙
は
上
欄

外
、
赤
紙
は
本
文
内
に
貼
付
）、
墨
筆
首
書
あ
り
。
各
冊
表
紙
左
上
に
「
文
選　

惣
目
」
の
よ
う
に
墨
書
す
。
第
九
冊
の
み
題
簽
を
存
す

（「
攵
選
〈
自
十
三
／
至
十
四
〉
賦
」（
書
貼
、
中
央
））。

　

梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
（
五
〇
一
～
五
三
一
）
が
編
纂
し
た
詩
文
集
で
、
梁
以
前
の
約
千
年
間
に
活
躍
し
た
文
人
百
数
十
人
の
詩
文
約
八

百
篇
を
文
体
別
に
収
録
し
、
唐
の
李
善
と
五
臣
の
注
が
付
さ
れ
た
所
謂
「
六
臣
注
」
本
で
あ
る
。
本
書
は
も
と
も
と
南
宋
の
紹
興
二
十
八

年
に
明
州
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
洋
文
庫
蔵
本
は
版
心
下
部
に
し
ば
し
ば
「
某
重
刊
」
の
文
字
が
見
え
、
版
木
の
破
損
・
劣

化
に
よ
っ
て
補
刻
さ
れ
た
丁
が
大
量
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
紹
興
二
十
八
年
明
州
刊
本
の
逓
修
本
と
見
ら
れ
る
。
足
利
学
校
遺
蹟
図

書
館
所
蔵
の
同
版
本
は
補
刻
葉
が
一
丁
も
な
く
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
に
も
清
の
乾
隆
帝
秘
蔵
の
同
版



一
五

本
が
伝
わ
る
が
、
印
刷
状
態
は
東
洋
文
庫
蔵
本
の
方
が
は
る
か
に
良
い
。
重
厚
な
作
り
の
倹
飩
箱
に
納
め
ら
れ
、
大
切
に
伝
承
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

〈
元
版
〉

（
９
）
周
易
経
伝
集
程
朱
解
附
録
纂
註
十
四
巻
首
一
巻
末
一
巻　

即
周
易
会
通

　

元
董
真
卿
輯　

至
元
二
年
翠
巌
精
舍
刊
本　

十
六
冊　

XI
―

２
―

15

　

双
辺
縦
二
〇
・
〇
㎝
横
一
二
・
四
㎝
、
有
界
十
一
行
十
九
字
注
文
小
字
双
行
二
十
二
字
、
双
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
、
有
耳
格
。
首
董
真

卿
「
周
易
会
通
総
目
」、
次
天
暦
元
年
（
一
三
二
八
）
董
真
卿
「
周
易
経
伝
集
程
朱
解
附
録
纂
註
序
」、
次
元
統
二
年
（
一
三
三
四
）
董
僎

序
、
次
「
周
易
会
通
凡
例
」、
次
「
周
易
会
通
引
用
諸
書
群
賢
姓
氏
」、
次
董
真
卿
「
周
易
経
伝
歴
代
因
革
」、
次
「
易
程
子
伝
序
」、
次
「
易

程
子
序
」、
次
「
古
易
朱
子
後
序
」、
次
「
易
学
啓
蒙
序
」、
次
董
真
卿
「
程
子
説
易
綱
領
」、
次
同
「
朱
子
説
易
綱
領
」、
次
同
「
朱
子
易
図

附
録
纂
註
」、
次
「
双
湖
胡
先
生
易
図
」、
次
「
周
易
経
伝
集
程
朱
解
附
録
纂
註
巻
第
一
／
後
学
鄱
陽
董
真
卿
編
集
」、
以
下
至
巻
第
十
四
、

次
董
真
卿
「
朱
子
啓
蒙
五
賛
附
録
纂
註
」、
次
同
「
朱
子
筮
儀
附
録
纂
註
」。
版
心
題
「
易
会
通
」。
木
記
「
至
元
二
年
丙
子
／
翠
巌
精
舎
新

刊
」（
総
目
末
）。
題
簽
題
「
周
易
纂
註
」（
書
貼
）。
無
印
。

　

董
真
卿
、
字
季
真
、
鄱
陽
の
人
。
胡
一
桂
に
学
ぶ
。
易
学
に
は
代
々
象
数
・
義
理
の
二
家
が
あ
り
、
門
戸
の
争
い
が
あ
っ
た
が
、
諸
家

の
説
を
公
平
に
採
録
し
た
点
に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。
大
字
で
『
周
易
』
の
経
伝
を
記
し
、
そ
の
割
り
注
に
「
集
解
」（
程
子
の
伝
・
朱
子

の
本
義
に
取
る
）、「
附
録
」（
程
子
の
経
説
・
朱
子
の
語
録
に
取
る
）、「
纂
註
」（
胡
一
桂
の
纂
疏
に
諸
説
を
加
え
る
）
を
記
し
、
本
文
の



一
六

耳
格
に
卦
名
を
刻
す
。
董
真
卿
の
子
僎
が
至
元
二
年
（
一
三
三
六
）
に
翠
巌
精
舎
か
ら
刊
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
覆
刻
本
に
洪
武
二
十
一

年
（
一
三
八
八
）
建
安
本
務
堂
刊
本
が
あ
る
。

〈
明
版
〉

（
10
）
高
僧
伝
十
三
巻
目
録
一
巻
坿
音
釈

　

梁
釈
慧
皎
撰　

万
暦
三
十
九
年
径
山
寂
照
庵
刊
本　

嘉
興
版
大
蔵
経
之
一　

巻
第
九
補
鈔　

全
三
冊　

XI
―

３
―

Ａ
―
ｃ
―
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双
辺
縦
二
三
・
〇
㎝
横
一
四
・
五
㎝　

有
界
十
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行　

無
魚
尾
白
口　

無
点
。
首
扉
絵
、
次
〔
偈
〕（「
皇
図
鞏
固

　

帝
道
遐
昌
／
仏
日
増
輝　

法
輪
常
転
」）、
次
「
高
僧
伝
序
／
梁
會
稽
嘉
祥
寺
沙
門
慧
皎
撰
／
…
」、
次
「
高
僧
伝
目
録
」、
次
「
高
僧
伝

巻
第
一
／
訳
経
上
／
…
」　

以
下
至
巻
第
十
三
、
次
釈
慧
皎
〔
跋
〕、
次
釈
僧
果
〔
記
〕。
版
心
題
「
高
僧
伝
」、
千
字
文
伊
一
至
十
、
尹
一

至
四
。
木
記
「
浮
渡
居
士
呉
用
先
施
資
刻
／
高
僧
伝
目
録
一
巻
三
千
七
百
五
十
四
字
該
銀
一
／
両
八
銭
八
分
／
宜
城
釈
元
鏡
対
長
洲
丘
羲

民
書
旌
徳
劉
邦
承
刻
／
万
暦
辛
亥
歳
（
一
六
一
一
）
□
□
月
径
山
寂
照
庵
識
」（
目
録
末
）、
そ
の
他
の
木
記
の
記
年
は
、
巻
第
一
第
二
第

五
至
七
第
十
巻
第
十
三
跋
尾
が
万
暦
辛
亥
夏
四
月
、
巻
第
三
第
四
第
十
一
が
春
三
月
、
巻
第
八
第
十
二
が
夏
五
月
で
あ
り
、
補
鈔
の
巻
第

九
は
「
万
暦
辛
□
□
□
四
月
」
で
あ
る
（
虫
損
）。
印
記
「
藤
田
鐱
豊
／
臧
書
之
記
」。

　

梁
の
釈
慧
皎
（
四
九
七
～
五
五
四
）
は
、
当
時
の
僧
侶
の
伝
記
が
賛
美
に
過
ぎ
、
史
実
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
名
望
の
あ
る
僧
侶

で
は
な
く
、
徳
の
高
い
僧
侶
の
伝
記
を
記
そ
う
と
し
て
本
書
を
撰
述
し
た
。
後
漢
の
永
平
十
年
（
六
七
）
か
ら
梁
の
天
監
十
八
年
（
五
一

九
）
ま
で
の
四
百
五
十
三
年
間
に
活
躍
し
た
高
僧
に
つ
い
て
、
訳
経
・
義
解
・
神
異
・
修
禅
・
明
律
・
亡
身
・
誦
経
・
興
福
・
経
師
・
昌



一
七

導
の
十
科
に
分
け
、
本
伝
二
百
五
十
七
人
、
付
伝
二
百
四
十
三
人
の
伝
記
を
収
め
る
。
東
洋
史
学
者
藤
田
豊
八
（
一
八
六
九
～
一
九
二
九
、

号
剣
峯
）
旧
蔵
。
本
書
は
、
嘉
興
版
大
蔵
経
の
一
つ
。
嘉
興
版
大
蔵
経
は
、
万
暦
十
七
年(

一
五
八
九)

頃
、
華
北
の
五
台
清
涼
山
紫
霞
谷

妙
徳
庵
で
開
版
さ
れ
た
大
蔵
経
で
あ
り
、
嘉
興
蔵
・
楞
厳
寺
版
蔵
経
・
万
暦
蔵
・
密
蔵
本
・
径
山
蔵
と
呼
ば
れ
る
。
同
二
十
一
年
、
江
南

の
杭
州
径
山
の
興
聖
万
寿
禅
寺
寂
照
庵
に
移
転
し
て
開
版
が
続
け
ら
れ
、
版
木
の
保
管
・
印
刷
は
寂
照
菴
（
万
暦
三
十
八
年
に
径
山
東
麓

の
下
院
化
城
巷
接
待
寺
に
移
転
）、
装
訂
・
販
売
は
嘉
興
府
秀
水
県
の
楞
厳
寺
の
経
房
で
行
わ
れ
た
。
崇
禎
十
五
年
（
一
六
四
二
）
頃
、
正

蔵
二
百
十
帙
一
千
六
百
五
十
四
部
六
千
五
百
九
十
一
巻
が
完
成
し
、
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）、
続
蔵
九
十
三
帙
二
百
八
十
七
部
二
千
三
十

三
巻
、
康
煕
十
五
年
（
一
六
七
六
）
頃
、
又
続
蔵
四
十
七
帙
二
百
五
十
四
部
一
千
三
百
四
十
九
巻
が
完
成
し
た
。
正
蔵
・
続
蔵
・
又
続
蔵

合
わ
せ
て
二
千
百
九
十
五
部
一
万
三
百
三
十
三
巻
に
お
よ
び
、
他
に
首
函
と
し
て
『
刻
蔵
縁
起
』・『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』・『
画
一
目
録
』

三
部
一
函
が
附
録
さ
れ
る
。
従
来
の
大
蔵
経
は
、
巻
物
・
折
本
で
装
訂
さ
れ
た
が
、
嘉
興
版
大
蔵
経
は
利
用
の
便
を
考
え
て
方
冊
本
で
装

訂
さ
れ
た
。
正
蔵
部
分
は
永
楽
北
蔵
の
正
蔵
・
続
蔵
を
底
本
に
、
宋
元
両
蔵
・
永
楽
南
蔵
で
校
勘
し
、
巻
末
に
校
譌
・
音
釈
・
刊
記
を
付

す
。
日
本
に
は
四
十
～
五
十
セ
ッ
ト
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
黄
檗
宗
の
鉄
眼
禅
師
（
一
六
三
〇
～
八
二
）
は
嘉
興
版
大
蔵
経
を

覆
刻
し
た
（
黄
檗
版
大
蔵
経
）。
こ
れ
が
日
本
全
国
に
普
及
し
た
た
め
、
所
謂
「
明
朝
体
」
の
普
及
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
一
紙
二
十
行

二
十
字
計
四
百
字
の
字
詰
め
は
原
稿
用
紙
の
も
と
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
11
）
七
経
図
七
巻

　

明
呉
継
仕
輯　

明
呉
懐
忠
等
校　

万
暦
四
十
三
年
序
刊
本　

四
冊　

XI
―

６
―

Ａ
―

６



一
八

　

単
辺
縦
三
五
・
八
㎝
横
二
四
・
〇
㎝
、
有
界
行
数
字
数
不
定
、
無
魚
尾
白
口
、
無
点
（
以
上
「
大
易
象
数
鈎
深
図
」
第
一
丁
表
に
よ

る
）。
首
万
暦
乙
卯
（
四
十
三
年
、
一
六
一
五
）
焦
竑
「
七
経
図
序
」、
次
万
暦
乙
卯
呉
継
仕
「
七
経
図
叙
」、
次
「
毛
詩
正
変
指
南
図
目
録

　

明
新
都
呉
継
仕
考
校
」、
次
「
毛
詩
正
変
指
南
図
」、
次
「
尚
書
軌
範
撮
要
図
目
録　

明
新
都
呉
継
仕
考
校
」、
次
「
尚
書
軌
範
撮
要
図
」、

次
「
大
易
象
数
鈎
深
図
目
録　

明
新
都
呉
継
仕
考
校
」、
次
〔
七
経
図
凡
例
〕、
次
「
大
易
象
数
鈎
深
図
」、
次
「
春
秋
筆
削
発
微
図
目
録　

明
新
都
呉
継
仕
考
校
」、
次
「
春
秋
筆
削
発
微
図
」、
次
万
暦
乙
卯
呉
継
仕
「
儀
礼
図
序
」、
次
「
儀
礼
会
通
図
目
録　

明
新
安
呉
継
仕
編

纂
」、
次
「
儀
礼
会
通
図　

明
新
安
呉
継
仕
公
信
甫
編
纂
」、
次
「
礼
記
制
度
示
掌
図
目
録　

明
新
都
呉
継
仕
考
校
」、
次
「
礼
記
制
度
示
掌

図
」、
次
「
周
礼
文
物
大
全
図
目
録　

明
新
都
呉
継
仕
考
校
」、
次
「
周
礼
文
物
大
全
図
」。
版
心
題
「
毛
詩
」「
尚
書
」「
周
易
」「
春
秋
」

「
儀
礼
」「
礼
記
」「
周
礼
」。
無
刊
記
。
印
記
「
□
／
□
」「
李
／
□
／
立
」「
徳
□
／
□
家
」。

　

呉
継
仕
、
字
公
信
、
徽
州
（
今
の
安
徽
省
黄
山
市
）
の
人
。
他
に
『
音
声
紀
元
』
六
巻
の
著
作
が
あ
る
。『
七
経
図
』
に
先
行
す
る
も
の

と
し
て
、
宋
・
楊
甲
撰
、
宋
・
毛
邦
翰
補
『
六
経
図
』
や
『
五
経
図
』
が
あ
り
、
大
い
に
流
行
し
た
が
、
呉
継
仕
は
毛
邦
翰
補
『
六
経
図
』

を
校
正
し
、
こ
れ
に
宋
・
楊
復
『
儀
礼
図
』
を
加
え
て
万
暦
四
十
三
年
に
本
書
を
刊
行
し
た
。
大
易
象
数
鈎
深
図
70
図
・
尚
書
軌
範
撮
要

図
55
図
・
毛
詩
正
変
指
南
図
45
図
・
周
礼
文
物
大
全
図
68
図
・
儀
礼
会
通
図
227
図
・
礼
記
制
度
示
掌
図
41
図
・
春
秋
筆
削
発
微
図
42
図
の

全
七
篇
548
図
か
ら
な
る
。「
大
易
象
数
鈎
深
図
目
録
」
の
二
丁
裏
に
凡
例
と
校
正
者
・
蔵
板
者
（「
新
都
呉
氏
煕
春
楼
蔵
板
」）
の
名
を
列
記

す
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
日
本
に
入
る
前
に
朝
鮮
で
八
冊
本
か
ら
四
冊
本
に
改
装
さ
れ
た
ら
し
く
、
七
経
の
順
序
が
錯
綜
し
て
い
る
。

表
紙
に
は
朝
鮮
本
特
有
の
厚
手
の
箔
押
表
紙
が
用
い
ら
れ
、
裏
に
朝
鮮
李
爀
輯
『
四
礼
纂
説
』（
朝
鮮
活
字
版
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
Ⅶ
―

１

―

１
に
あ
り
）
の
零
葉
を
貼
り
付
け
て
補
強
し
て
あ
る
。
そ
の
書
型
の
大
き
さ
（
縦
四
二
・
〇
㎝
横
二
九
・
〇
㎝
）
も
あ
り
、
一
見
朝
鮮
本



一
九

の
よ
う
に
見
え
る
が
、『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
経
部
第
百
五
十
冊
所
収
の
万
暦
版
と
同
版
本
で
あ
る
。

〈
地
方
志
〉

　

地
方
志
は
、
各
地
方
の
沿
革
・
地
理
、
当
地
出
身
者
の
科
挙
合
格
者
や
当
地
に
赴
任
し
た
官
僚
の
リ
ス
ト
、
伝
記
、
文
学
作
品
な
ど
を

記
録
し
た
歴
史
資
料
で
あ
る
。
地
方
志
の
編
纂
は
、
多
く
の
場
合
、
当
地
に
赴
任
し
た
知
事
を
名
目
上
の
監
修
者
と
し
て
、
当
地
の
知
識

人
が
実
際
の
資
料
の
収
集
・
執
筆
を
担
当
し
た
。『
史
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
正
史
な
ど
の
メ
ジ
ャ
ー
な
書
物
に
は
出
て
こ
な
い
人
物
の
事

跡
や
、
詳
細
な
地
理
情
報
な
ど
を
知
る
上
で
非
常
に
役
立
つ
。
東
洋
文
庫
は
約
三
千
部
の
地
方
志
を
所
蔵
し
、
世
界
有
数
の
地
方
志
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
新
寧
県
誌
八
巻

　

明
沈
文
系
纂
修　

万
暦
三
十
四
年
序
刊
本　

三
冊　

II
―

11
―

Ｂ
―

ｌ
―

48

　

双
辺
縦
二
二
・
三
㎝
横
一
四
・
四
㎝
、
有
界
九
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
、
単
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
万
暦
丙
午
（
一
六
〇
六
）
董
其

昌
「
新
寧
県
志
叙
」、
次
顧
起
元
「
新
寧
県
志
序
」、
次
車
大
任
「
新
寧
県
志
叙
」、
次
「
新
寧
県
志
目
録
」、
次
「
修
誌
姓
氏
」、
次
「
新
寧

県
誌
巻
之
一
」、
以
下
至
巻
之
八
、
次
万
暦
丙
午
曹
一
夔
「
新
寧
県
志
後
跋
」、
次
陳
東
泗
跋
、
次
丙
午
沈
文
系
「
後
叙
（
版
心
）」。
版
心

題
「
新
寧
県
誌
」、
版
心
下
部
に
刻
字
数
・
繕
写
者
名
・
刻
工
名
あ
り
。
無
刊
記
。

　

本
書
は
新
寧
県
（
現
在
の
湖
南
省
邵
陽
市
新
寧
県
）
の
地
方
志
で
あ
る
。
こ
の
地
は
漢
代
の
零
陵
郡
夫
夷
県
に
あ
た
り
、
宋
の
紹
興
年



二
〇

間
（
一
一
三
一
～
六
二
）
に
は
じ
め
て
新
寧
県
が
置
か
れ
、
明
代
に
は
湖
広
承
宣
布
政
使
司
宝
慶
府
武
岡
州
の
属
県
で
あ
っ
た
。
沈
文
系
、

字
幼
魚
、
江
南
華
亭
の
人
。
本
書
の
後
叙
に
「
公
緒
」
の
刻
印
が
あ
る
。
貢
生
（
科
挙
の
予
備
試
験
合
格
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
て
国
子

監
に
入
学
し
た
者
）。
万
暦
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）、
新
寧
県
知
事
に
着
任
し
、
県
志
を
纂
修
し
た
。
本
書
は
方
輿
・
天
文
・
地
理
・
人

事
の
四
考
か
ら
な
り
、
方
輿
考
に
「
全
境
之
図
」「
城
池
之
図
」「
県
衙
図
」「
学
宮
図
」
を
載
せ
る
。

（
13
）
新
寧
県
志
三
十
二
巻

　

清
安
舒
原
修　

清
張
徳
尊
纂
修　

道
光
三
年
序
刊
本　

有
補
鈔　

十
冊　

II
―

11
―

Ｂ
―

ｌ
―

49

　

左
右
双
辺
縦
一
九
・
九
㎝
横
一
二
・
四
㎝
、
有
界
九
行
二
十
一
字
注
文
小
字
双
行
、
単
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
道
光
三
年
（
一
八
二
三
）

張
徳
尊
「
重
輯
新
寧
県
志
序
」、
次
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
）
安
舒
「
新
寧
県
志
原
序
」、
次
嘉
慶
二
十
三
年
蒋
舒
恵
「
新
寧
県
志
原

序
」、
次
「
重
修
新
寧
県
志
巻
之
首
姓
氏
」、
次
「
新
寧
県
志
目
録
」、
次
「
新
寧
県
志
巻
之
一
／
新
寧
県
知
県
〈
安
舒
原
輯
／
張
徳
尊
重

輯
〉」、
以
下
至
巻
之
三
十
二
。
版
心
題
「
新
寧
県
志
」。
無
刊
記
。「
丘
」「
夷
」「
玄
」「
弘
」「
暦
」
を
「
邱
」「
彜
」「
元
」「
宏
」「
歴
」

に
作
り
、「
炫
」「
絃
」「
寧
」
に
欠
筆
あ
り
。
欠
葉
多
し
。

　

安
舒
、
満
洲
正
白
旗
の
人
。
八
旗
科
挙
の
挙
人
。
嘉
慶
十
七
年
、
新
寧
県
知
事
に
着
任
し
て
県
志
を
纂
修
し
、
同
二
十
五
年
衡
陽
県
（
湖

南
省
衡
州
府
）
知
事
に
転
じ
た
。
張
徳
尊
、
浙
江
省
山
陰
県
の
人
。
挙
人
。
道
光
二
年
、
新
寧
県
知
事
に
着
任
し
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
安

舒
纂
修
の
『
新
寧
県
志
』
の
原
板
三
百
片
を
検
し
て
、
み
ず
か
ら
校
訂
増
補
し
て
完
成
さ
せ
た
。
本
書
は
星
野
・
建
置
沿
革
・
疆
域
・
城

池
・
山
川
・
水
利
・
古
蹟
・
田
賦
・
戸
口
・
学
校
・
典
礼
・
祀
典
・
祠
廟
・
兵
制
・
武
功
・
積
貯
・
蠲
恤
・
職
官
・
宦
績
・
選
挙
・
人
物
・



二
一

列
女
・
芸
文
・
風
俗
・
物
産
・
祥
異
・
雑
識
の
全
二
十
七
篇
か
ら
な
り
、
星
野
に
「
寧
邑
全
境
図
」
等
全
十
八
図
を
載
せ
る
。
本
書
と
万

暦
『
新
寧
県
誌
』
は
東
洋
文
庫
に
の
み
現
存
し
、
一
九
九
二
年
に
書
目
文
献
出
版
社
の
『
日
本
蔵
中
国
罕
見
地
方
志
叢
刊
』
に
景
印
収
録

さ
れ
た
。

〈
族
譜
〉

　

族
譜
は
、
各
地
の
一
族
の
沿
革
、
伝
記
、
家
系
図
等
を
記
録
し
た
も
の
。
地
方
志
と
同
様
、
正
史
等
の
メ
ジ
ャ
ー
な
書
物
に
は
出
て
こ

な
い
人
物
の
伝
記
や
血
縁
関
係
・
姻
戚
関
係
を
知
る
際
に
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
家
系
図
を
含
む
た
め
か
、
大
型
の
本
が
多
い
。
東
洋
文

庫
は
、
約
八
百
六
十
種
の
族
譜
を
所
蔵
し
、
世
界
で
も
有
数
の
族
譜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
二
十
巻
坿
世
譜
辨
一
巻
附
録
二
巻　

欠
巻
第
九
至
第
二
十

　

明
程
敏
政
纂
修　

成
化
十
八
年
序
刊
本　

四
冊　

XI
―

３
―

Ａ
―

ｂ
―
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双
辺
縦
二
七
・
一
㎝
横
一
七
・
四
㎝
、
有
界
十
四
行
三
十
字
注
文
小
字
双
行
、
双
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
「
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
旧

序
」、
次
成
化
十
八
年
（
一
四
八
二
）
程
敏
政
「
序
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
」、
次
「
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
巻
之
一
」、
以
下
至
巻
之
八
、
次
成

化
十
八
年
程
質
「
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
後
序
」、
次
「
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
辨
」、
次
「
新
安
程
氏
統
宗
世
譜
附
録
上
」、
以
下
附
録
下
。
版

心
題
「
程
氏
統
宗
世
譜
」、
版
心
下
部
に
ま
ま
刻
工
名
あ
り
。
無
刊
記
。

　

程
敏
政
、
字
克
勤
、
直
隸
休
寧
の
人
。
成
化
二
年
進
士
。
官
は
礼
部
右
侍
郎
に
至
る
。
著
に
『
新
安
文
献
志
』
等
が
あ
る
。
本
書
は
、



二
二

明
の
成
化
年
間
（
一
四
六
五
～
八
七
）
に
奉
訓
大
夫
の
程
敏
政
が
旧
宗
譜
を
集
め
、
新
安
郡
（
現
在
の
安
徽
省
歙
県
）
の
程
氏
を
中
心
に
、

天
下
の
程
氏
四
十
四
支
派
、
五
十
三
世
、
一
万
人
余
を
収
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
一
中
山
博
野
派
三
十
三
世
に
は
北
宋
の
程
顥
・
程
頤

の
名
が
見
え
、
附
録
の
上
巻
に
そ
の
墓
図
「
宋
明
道
伊
川
二
先
生
祠
」
を
載
せ
る
。

（
15
）
新
安
名
族
志
二
巻

　

明
戴
廷
明
等
輯　

明
程
尚
寛
等
続
輯　

嘉
靖
三
十
年
序
安
徽
程
氏
等
刊
本　

二
冊　

XI
―

３
―

Ａ
―

ｂ
―
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単
辺
縦
一
九
・
〇
㎝
横
一
四
・
二
㎝
、
有
界
九
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
、
無
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
嘉
靖
己
酉
（
二
十
八
年
、
一
五

四
九
）
鄭
佐
「
新
安
名
族
志
序
」、
次
嘉
靖
二
十
九
年
洪
垣
「
同
前
」、
次
嘉
靖
辛
亥
（
三
十
年
）
胡
暁
「
同
前
」、
次
嘉
靖
辛
亥
邵
齢
「
同

前
」、
次
嘉
靖
辛
亥
王
諷
「
同
前
」、
次
嘉
靖
辛
亥
程
光
顕
「
同
前
」、
次
嘉
靖
辛
亥
程
尚
寛
「
新
安
名
族
志
引
」、
次
「
新
安
名
族
誌
凡

例
」、
次
「
新
安
名
族
姓
氏
目
録
」、
次
「
新
安
名
族
志
前
巻
」、
次
「
新
安
名
族
志
後
巻
」、
次
嘉
靖
辛
亥
呉
守
教
「
新
安
名
族
志
跋
」、
次

嘉
靖
庚
戌
（
二
十
九
年
）
朱
瑩
「
名
族
志
跋
」。
版
心
題
「
名
族
志
」。
無
刊
記
。

　

名
族
志
は
大
族
志
・
名
族
譜
と
も
い
い
、
南
北
朝
以
降
盛
ん
と
な
っ
た
氏
族
志
や
望
族
譜
の
流
れ
を
組
む
。
元
明
以
降
は
各
地
域
の
宗

族
に
限
定
し
て
民
間
で
自
由
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
各
地
の
望
族
の
序
列
形
成
に
強
い
影
響
力
が
あ
っ
た
。
原
本
が
伝
わ
る
の
は

新
安
（
現
在
の
安
徽
省
南
部
）
の
名
族
志
の
み
で
、
本
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
休
寧
の
戴
廷
明
等
が
約
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
元
・
陳

櫟
輯
『
新
安
大
族
志
』
二
巻
を
増
補
し
て
、
嘉
靖
二
十
八
年
に
完
成
し
た
も
の
を
、
程
尚
寛
等
が
宗
族
の
序
列
化
色
を
薄
め
て
、
嘉
靖
三

十
年
に
続
補
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
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【
参
考
資
料
】

多
賀
秋
五
郎
『
宗
譜
の
研
究　

資
料
篇
』（『
東
洋
文
庫
論
叢
』
第
45
、
東
洋
文
庫
、
一
九
六
〇
年)

多
賀
秋
五
郎
『
中
国
宗
譜
の
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
八
一
～
八
二
年
）

【
套
印
本
】

　

数
種
類
の
色
を
使
っ
て
重
ね
刷
り
し
た
版
本
を
套
印
本
と
呼
ぶ
。
元
代
に
起
こ
り
、
明
代
の
後
半
、
評
点
本
の
流
行
と
と
も
に
盛
ん
と

な
っ
た
。
呉
興
の
閔
斉
伋
に
始
ま
る
閔
刻
本
と
、
凌
濛
初
に
始
ま
る
凌
刻
本
が
有
名
。
匡
廓
の
四
隅
に
、
色
刷
り
用
の
版
木
を
匡
廓
に
合

わ
せ
る
た
め
の
目
印
の
カ
ギ
印
（
見
当
）
が
あ
る
こ
と
が
多
い
。

（
16
）
選
詩
七
巻
詩
人
世
次
爵
里
一
巻
坿
訂
註　

即
合
評
選
詩

　

梁
蕭
統
輯　

明
郭
正
域
批
点　

明
凌
濛
初
輯
評　

明
凌
濛
初
刊
朱
墨
套
印
本　

六
冊　

XI
―

３
―

Ａ
―

ｄ
―

124

　

単
辺
縦
二
〇
・
四
㎝
横
一
三
・
九
㎝
、
無
界
八
行
十
八
字
注
文
小
字
双
行
、
無
魚
尾
白
口
、
句
点
、
傍
点
傍
注
傍
線
、
首
書
。
首
凌
濛

初
「
輯
諸
名
家
合
評
選
詩
序
」、
次
「
凡
例
」、
次
「
批
評
選
詩
名
公
姓
氏
」、
次
「
詩
人
世
次
爵
里
」、
次
「
選
詩
目
録
」、
次
「
選
詩
巻
一

〈
江
夏
郭
正
域
批
点
／
呉
興
凌
濛
初
輯
評
〉
／
梁
昭
明
太
子
蕭
統
選
」、
以
下
至
巻
七
、
又
毎
巻
後
有
「
訂
註
」。
版
心
題
「
選
詩
」。
無
刊

記
。
印
記
「
咽
篆
」。

　

凌
濛
初
（
一
五
八
〇
～
一
六
四
四
）、
字
初
成
・
稚
成
、
烏
程
（
今
の
浙
江
省
湖
州
市
）
の
人
、
号
玄
房
・
即
空
観
等
。
他
に
『
聖
門
傳



二
四

詩
嫡
冢
』
十
六
巻
の
著
作
が
あ
る
。
本
書
は
、
凌
濛
初
が
『
文
選
』
の
詩
甲
か
ら
詩
庚
ま
で
の
七
篇
を
七
巻
に
改
め
、
郭
正
域
（
一
五
五

四
～
一
六
一
二
、
万
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
進
士
）
の
『
文
選
批
評
』
に
従
っ
て
批
点
を
加
え
、
さ
ら
に
六
臣
注
を
始
め
と
す
る
先
人

の
注
釈
・
評
語
を
加
え
て
、
本
文
を
墨
刷
り
、
批
点
・
評
語
（
句
点
・
傍
点
・
傍
注
・
傍
線
・
首
書
）
を
朱
刷
り
で
刊
行
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
17
）
杜
工
部
集
二
十
巻
首
一
巻

　

唐
杜
甫
撰　

明
王
世
貞
清
王
士
禛
等
評　

道
光
十
四
年
刊
六
色
套
印
本　

八
冊　

XI
―

３
―

Ａ
―

ｄ
―

50

　

左
右
双
辺
縦
一
七
・
六
㎝
横
一
二
・
四
㎝
、
無
界
八
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
、
双
魚
尾
小
黒
口
、
句
点
、
傍
点
傍
線
傍
注
、
首
書
。

首
道
光
甲
午
（
十
四
年
、
一
八
三
四
）
盧
坤
「
序
」、
次
「
杜
工
部
集
巻
首
」、
次
「
杜
工
部
集
巻
一
目
録
」、
次
「
杜
工
部
集
巻
一
」、
以

下
至
巻
二
十
。
各
巻
巻
前
に
目
録
あ
り
。
内
封
題
「
杜
工
部
集
」
又
「
道
光
甲
午
季
冬
」「
芸
葉
盦
蔵
板
」
等
と
あ
り
。
版
心
題
「
杜
集
」。

無
刊
記
。「
玄
」「
暦
・
歴
」
を
「
元
」「
厯
」
に
作
り
、「
丘
」「
玄
」「
弦
」「
眩
」「
舷
」
に
欠
筆
あ
り
。
印
記
「
毓
宝
／
図
書
」（
内
封
右

下
）「
仰
天
／
楼
／
主
人
」「
富
／
卿
」「
小
田
切
／
富
卿
」「
田
印
／
盛
大
」。

　

本
書
は
、
道
光
十
四
年
に
両
広
総
督
の
盧
坤
が
家
蔵
の
五
家
合
評
杜
工
部
集
二
十
巻
を
底
本
に
、
評
者
ご
と
に
色
分
け
し
て
刊
行
し
た

も
の
で
あ
り
、「
五
家
評
本
」
の
名
で
知
ら
れ
る
。
盧
坤
は
道
光
十
三
年
に
『
為
政
忠
告
』
三
種
の
序
文
を
書
き
、
そ
の
景
鈔
本
を
底
本
に

芸
葉
軒
で
重
刊
し
て
い
る
。
よ
っ
て
本
書
の
内
封
に
見
え
る
「
芸
葉
盦
」
は
「
芸
葉
軒
」
と
も
い
い
、
盧
坤
と
関
係
の
深
い
人
物
ま
た
は

書
肆
で
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
彼
自
身
の
号
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
紫
筆
は
王
世
貞
、
藍
筆
は
王
慎
中
、
朱
墨
筆
は
王
士
禎
（
原
名



二
五

士
禛
）、
緑
筆
は
邵
長
蘅
、
黄
筆
は
宋
犖
の
評
点
・
評
語
で
あ
り
、
六
色
刷
り
は
珍
し
い
。
外
交
官
・
銀
行
家
で
、
東
洋
文
庫
の
初
代
監
事

を
務
め
た
小
田
切
万
寿
之
助
（
一
八
六
八
～
一
九
三
四
）
旧
蔵
。
な
お
本
書
に
は
光
緒
二
年
（
一
八
七
六
）
粤
東
翰
墨
園
刊
の
五
色
套
印

本
も
あ
る
（
東
洋
文
庫
蔵
本
Ⅳ
―

２
―

Ｂ
―

95
）。

【
高
麗
・
朝
鮮
本
】

　

高
麗
時
代
（
九
一
八
～
一
三
九
二
）
に
出
版
さ
れ
た
版
本
お
よ
び
鈔
本
を
、
高
麗
本
と
呼
ぶ
。
宋
・
元
刊
本
の
覆
刻
を
多
く
行
っ
た
が
、

伝
存
は
稀
で
あ
る
。
高
麗
は
仏
教
を
尊
崇
し
た
た
め
、
仏
典
の
出
版
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

　

李
朝
時
代
（
一
三
九
二
～
一
九
一
〇
）
は
、
活
字
印
刷
が
盛
ん
で
あ
り
、
中
央
官
版
で
は
金
属
活
字
、
地
方
官
版
と
民
間
で
は
木
活
字

が
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
を
朝
鮮
活
字
版
と
呼
ぶ
。
出
版
全
体
か
ら
見
れ
ば
活
字
版
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
整
版
が
多
か
っ
た
。
朝
鮮
活

字
は
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七
～
九
八
）
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
り
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
古
活
字
版
の
隆
盛
の
契
機
と
な
っ
た
。
李
朝
で
は
、

高
麗
時
代
に
篤
信
さ
れ
た
仏
教
を
排
斥
し
、
朱
子
学
が
信
奉
さ
れ
た
。
仏
典
以
外
は
刊
記
が
少
な
く
、
刊
年
の
推
定
が
難
し
い
。

　

朝
鮮
綴
じ
。
朝
鮮
本
な
ど
の
大
型
の
本
の
装
訂
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
袋
綴
じ
で
綴
じ
穴
が
五
つ
あ
る
も
の
。
漢
語
で
は
五
針
眼
訂

法
と
呼
ぶ
。
中
国
や
日
本
で
は
普
通
四
つ
眼
綴
じ
が
用
い
ら
れ
る
が
、
朝
鮮
本
に
は
大
型
本
が
多
く
、
表
紙
も
白
紙
が
裏
打
ち
さ
れ
て
分

厚
い
た
め
、
綴
じ
穴
が
一
つ
多
く
、
糸
も
比
較
的
太
い
。
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（
18
）
禅
林
宝
訓
二
巻

　

宋
釈
浄
善
重
輯　

宋
釈
妙
機
校
証　

北
元
宣
光
八
年
（
高
麗
辛
禑
四
年
）
跋
忠
州
青
竜
禅
寺
刊
本　

有
補
鈔　

二
冊　

XI
―

４
―

Ａ
―

５

　

左
右
双
辺
縦
一
八
・
〇
㎝
横
一
二
・
四
㎝
（
下
辺
補
鈔
）、
有
界
十
行
二
十
字
、
双
魚
尾
線
黒
口
、
無
点
。
首
「
禅
林
宝
訓
巻
上
／
東
呉

沙
門
浄
善
重
集
」、
以
下
巻
下
、
次
甲
午
（
至
元
三
十
一
年
、
一
二
九
四
）
釈
永
中
〔
識
語
〕
又
「
板
留
長
蘆
禅
寺
印
行
」
又
「
安
慶
府
太

平
興
国
禅
寺
住
持
嗣
祖
比
丘
妙
機
校
証
」
と
あ
り
。
次
壬
寅
（
淳
熙
九
年
、
一
一
八
二
）
尤
袤
「
二
絶
敬
跋
天
池
善
老
宝
訓
集
後
」、
次
釈

浄
善
〔
跋
〕、
次
宣
光
八
年
（
北
元
の
年
号
、
一
三
七
八
）
釈
混
修
〔
跋
〕、
又
跋
後
に
「
板
留
忠
州
青
竜
禅
寺
」
と
あ
り
。
版
心
題
「
訓
」。

無
刊
記
。
墨
筆
書
入
あ
り
。
又
釈
混
修
〔
跋
〕
の
後
に
嘉
靖
二
十
二
年
（
一
五
四
三
）
墨
筆
識
語
あ
り
。

　

本
書
は
、
臨
済
宗
楊
岐
派
第
五
世
の
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）
と
竹
庵
士
珪
が
先
徳
の
語
録
の
中
か
ら
禅
学
研
修
の
要
諦

を
集
め
た
も
の
を
、
東
呉
の
釈
浄
善
が
再
編
集
し
て
三
百
余
篇
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
淳
熙
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）
に
完
成
し
た
。

「
禅
門
宝
訓
」
と
も
い
う
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
高
麗
末
期
の
辛
禑
四
年
（
洪
武
十
一
年
、
北
元
・
宣
光
八
年
）
に
高
麗
の
釈
混
修
（
字
無

作
、
号
幻
庵
、
一
三
二
〇
～
九
二
）
が
至
元
三
十
一
年
釈
永
中
真
州
長
蘆
禅
寺
刊
本
を
底
本
に
重
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
19
）
芸
文
類
聚
一
百
巻

　

唐
欧
陽
詢
輯　

朝
鮮
拠
正
徳
十
年
序
華
氏
蘭
雪
堂
銅
活
字
印
本
重
活
字
印　

四
十
五
冊　

XI
―

４
―

Ｂ
―

19

　

単
辺
（
ま
ま
双
辺
あ
り
）
縦
二
〇
・
八
㎝
横
一
四
・
七
㎝
、
有
界
十
二
行
十
九
字
注
文
小
字
双
行
、
双
花
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
欧

陽
詢
「
芸
文
類
聚
序
」、
次
「
芸
文
類
聚
目
録
」、
次
正
徳
乙
亥
（
十
年
、
一
五
一
五
）
華
鏡
「
蘭
雪
堂
重
印
芸
文
類
聚
後
序
」、
次
「
芸
文



二
七

類
聚
巻
之
第
一
／
唐
太
子
率
更
令
弘
文
館
／
学
士
渤
海
男
欧
陽
詢
撰
」、
以
下
至
巻
之
一
百
。
版
心
題
「
芸
文
類
聚
」。
原
刊
記
「
正
徳
乙

亥
冬
長
至
日
蘭
雪
堂
華
堅
活
字
銅
／
版
校
正
印
行
」（
巻
第
一
百
末
）。
印
記
「
宣
賜
／
之
記
」「
養
安
院
蔵
書
」「
養
／
安
」「
木
正
／
辞
／

章
」。
第
一
冊
見
返
し
に
「
嘉
靖
三
十
一
年
三
月　

日
／
内
賜
前
承
政
院
右
副
承
旨
朴
忠
元
芸
文
類
聚
一
件
／
命
除
謝
／
恩
／
右
承
旨
臣
洪

（
花
押
）」
と
の
墨
筆
識
語
あ
り
。

　

本
書
は
、
唐
の
武
徳
七
年
（
六
二
四
）、
欧
陽
詢
等
が
高
祖
の
勅
を
奉
じ
て
編
纂
し
た
も
の
で
、『
北
堂
書
鈔
』『
初
学
記
』『
白
氏
六
帖
』

と
と
も
に
「
唐
代
四
大
類
書
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
錫
山
（
今
の
江
蘇
省
無
錫
市
）
の
華
鏡
が
家
蔵
の
鈔
本
に
脱
語
が
多
い
の
を
憂

い
、
金
昌
袁
氏
所
蔵
の
宋
版
に
よ
っ
て
校
勘
し
、
正
徳
十
年
に
華
堅
の
蘭
雪
堂
で
印
行
し
た
。
な
お
華
堅
の
蘭
雪
堂
は
他
に
『
春
秋
繁
露
』

十
七
巻
等
を
銅
活
字
で
印
行
し
て
い
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
李
氏
朝
鮮
で
華
堅
蘭
雪
堂
本
（
十
四
行
十
三
字
）
を
重
印
し
た
も
の
で
あ

り
、
内
賜
記
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
三
十
一
年
（
一
五
五
二
）、
つ
ま
り
李
朝
の
明
宗
七
年
に
前
承
政
院
右
副
承
旨
朴
忠
元
に
下
賜
さ
れ
た
。
江

戸
時
代
に
代
々
幕
府
の
医
官
を
務
め
た
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
旧
蔵
本
で
、『
経
籍
訪
古
志
』
巻
五
に
著
録
さ
れ
る
。
養
安
院
家
初
代
曲
直
瀬

正
琳
（
一
五
六
五
～
一
六
一
一
）
は
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
宇
喜
多
秀
家
の
妻
の
奇
病
を
治
癒
し
た
謝
礼
と
し
て
、
豊
臣
秀
吉
か

ら
文
禄
の
役
で
得
た
書
物
数
千
巻
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
本
書
も
そ
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
。
幕
末
明
治
の
国
学
者
木
村
正
辞
（
一
八
二

七
～
一
九
一
三
）
の
旧
蔵
。

【
越
南
本
】

　

ベ
ト
ナ
ム
人
の
手
に
な
る
漢
文
、
お
よ
び
漢
字
と
字
喃
を
交
え
て
書
か
れ
た
書
籍
を
、
越
南
本
・
漢
喃
本
（
カ
ン
ナ
ン
・
ハ
ン
ノ
ム
）・



二
八

安
南
本
と
呼
ぶ
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は
十
五
世
紀
に
中
国
の
印
刷
術
が
も
た
ら
さ
れ
、
出
版
活
動
が
興
っ
た
。

　

越
南
本
は
、
官
版
・
坊
刻
と
も
題
簽
を
付
さ
な
い
も
の
が
多
く
、
表
紙
・
裏
表
紙
に
は
安
南
紙
の
反
故
を
貼
り
合
わ
せ
て
柿
渋
を
塗
り

込
ん
だ
も
の
を
使
っ
た
。
濃
褐
色
に
染
ま
っ
た
表
紙
に
は
、
虫
害
や
湿
気
か
ら
書
籍
を
守
る
効
果
が
あ
っ
た
。

（
20
）
大
越
史
記
外
紀
全
書
五
巻
坿
越
鑑
通
考
総
論
一
巻

　

後
黎
朝
呉
士
連
等
輯　

坿
録
黎
朝
黎
嵩
撰　

正
和
十
八
年
序
刊
本　

一
冊　

Ｙ
―

Ｘ
―

２
―

４

　

双
辺
縦
二
〇
・
一
㎝
横
一
三
・
八
㎝
、
有
界
九
行
十
九
字
注
文
小
字
双
行
、
無
魚
尾
白
口
、
無
点
、
首
書
。
首
正
和
十
八
年
（
一
六
九

七
）「
史
記
続
編
序
」（
版
心
。
首
欠
）、
次
景
治
三
年
（
一
六
六
五
）
范
公
著
「
大
越
史
記
続
編
書
」、
次
洪
徳
十
年
（
一
四
七
九
）
呉
士

連
「
大
越
史
記
外
紀
全
書
」（
版
心
「
序
」）、
次
洪
徳
十
年
呉
士
連
「
擬
進
大
越
史
記
全
書
」、
次
「
纂
脩
大
越
史
記
全
書
凡
例
」、
次
「
大

越
史
記
紀
年
目
録
」、
次
洪
順
六
年
（
一
五
一
四
）
黎
嵩
「
越
鑑
通
考
総
論
」、
次
「
大
越
史
記
外
紀
全
書
巻
之
一
／
朝
列
大
夫
国
子
監
司

業
兼
史
官
修
撰
臣
／
呉
士
連
編
」、
以
下
至
巻
之
五
。
版
心
題
「
大
越
史
記
全
書
」。
刊
記
「
梓
人
紅
蓼
柳
幢
等
社
人
奉
刊
」（
史
記
続
編
序

末
）。
印
記
「
□
／
□
」「
山
本
達
郎
／
蔵
書
記
」。
朱
筆
書
入
あ
り
。
巻
四
第
一
丁
を
書
き
、
巻
五
の
第
二
十
二
丁
以
降
に
錯
丁
・
欠
丁
あ

り
。

　

本
書
は
、
洪
徳
十
年
、
後
黎
朝
の
聖
宗
の
命
を
受
け
て
史
臣
呉
士
連
が
編
輯
し
た
、
漢
文
で
書
か
れ
た
編
年
体
の
ベ
ト
ナ
ム
正
史
で
、

本
来
は
『
大
越
史
記
全
書
』
十
九
巻
『
越
鑑
通
考
総
論
』
一
巻
『
外
紀
』
五
巻
で
一
セ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
本
文
十
九
巻
を
欠
く
。『
外
紀
』

は
、
建
国
神
話
か
ら
十
二
使
君
の
乱
（
九
六
五
～
九
六
七
）
ま
で
を
記
す
。
料
紙
の
影
響
か
墨
の
影
響
か
、
越
南
本
に
は
本
書
の
よ
う
に



二
九

灰
色
が
か
っ
た
墨
色
の
刊
本
が
多
い
。
故
山
本
達
郎
博
士
寄
贈
本
の
一
つ
。

（
21
）
地
志
類
五
巻　

即
大
越
地
輿
全
編

　

阮
朝
阮
文
超
輯　

成
泰
十
二
年
刊
本　

有
補
鈔　

五
冊　

Ｘ
―

２
―

26

　

単
辺
縦
一
八
・
八
㎝
横
一
二
・
六
㎝
、
有
界
八
行
二
十
字
注
文
小
字
双
行
字
数
不
定
、
単
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
成
泰
十
二
年
「
大
越

方
輿
志
序
」、
次
「
地
志
類
巻
之
一
／
寿
昌
居
士
方
亭
輯
」、
以
下
至
巻
之
五
。
封
面
題
「
大
越
地
輿
全
編
」
又
「
寿
昌
居
士
方
亭
輯
」。
版

心
題
「
方
亭
地
志
類
」。
刊
記
「
成
泰
庚
子
季
秋
新
鐫
」（
封
面
）。

　

阮
文
超
（
一
七
九
九
～
一
八
七
二
）、
字
遜
班
、
号
方
亭
・
寿
昌
居
士
。
本
書
は
、
阮
文
超
が
『
漢
書
』
地
理
志
を
初
め
と
す
る
中
国
の

文
献
や
、
古
今
の
ベ
ト
ナ
ム
地
誌
を
使
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
理
・
沿
革
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
、
成
泰
十
二
年
（
一
九
〇
〇
）
に
刊

行
さ
れ
た
。
越
南
本
の
特
徴
的
な
装
訂
が
施
さ
れ
て
い
る
。

【
和
刻
本
】

〈
春
日
版
〉

　

奈
良
の
興
福
寺
で
平
安
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
開
版
さ
れ
た
版
本
を
、
春
日
版
と
呼
ぶ
。
興
福
寺
は
藤
原
氏
の
氏
寺
、
春
日
社

は
そ
の
氏
神
で
あ
り
、
春
日
大
明
神
は
法
相
宗
擁
護
の
神
で
あ
る
。
興
福
寺
の
出
版
物
の
刊
記
に
し
ば
し
ば
「
春
日
神
恩
」「
春
日
霊
威

光
」
等
の
語
が
見
え
る
こ
と
か
ら
「
春
日
版
」
と
呼
ば
れ
る
。



三
〇

　

平
安
時
代
は
『
成
唯
識
論
』
等
の
法
相
宗
関
係
の
仏
典
を
主
に
刊
行
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
そ
の
他
の
経
論
疏
を
幅
広
く
刊
行
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
今
も
興
福
寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
版
木
が
多
く
伝
存
す
る
。

（
22
）
因
明
正
理
門
論
本
一
巻

　

唐
釈
玄
奘
訳　

貞
応
元
年
〔
奈
良
興
福
寺
〕
釈
弘
睿
刊
本　

一
軸　

二
―

Ｃ
―

ｂ
―

１　

岩
崎
文
庫

　

無
辺
書
型
縦
二
六
・
三
㎝
全
長
八
一
二
・
七
㎝
（
全
二
十
紙
、
他
表
紙
一
八
・
九
㎝
、
末
紙
九
・
〇
㎝
）、
無
界
毎
紙
二
十
乃
至
二
十
一

行
（
第
一
紙
十
八
行
）
十
七
字
、
無
点
。
首
「
因
明
正
理
門
論
本
一
巻　

大
域
龍
菩
薩
造　

沙
門
玄
奘
奉　

詔
訳
」。
刊
語
「
沙
門
弘
睿
蒙

満
寺
衆
命
造
正
理
論
摸
矣
。
貞
応
壬
午
（
元
年
、
一
二
二
二
）
中
夏
下
旬
彫
刻
功
畢
。」（
巻
末
）、
又
刊
語
末
に
「
願
継
応
理
宗
法
命　

久

増
春
日
霊
威
光　

遠
生
有
情
類
慧
解　

皆
共
必
得
竜
華
益
」
と
あ
り
。
印
記
「
福
／
堂
」「
雲
邨
文
庫
」。
表
紙
に
「
因
明
正
理
門
論　

実

英
」
墨
筆
書
入
あ
り
。
墨
筆
校
異
、
朱
筆
書
入
あ
り
。

　

イ
ン
ド
の
仏
教
論
理
学
者
陳
那
（
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
、「
域
龍
」
と
も
訳
す
。
四
八
〇
～
五
四
〇
頃
）
の
著
作
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は

散
佚
し
、
玄
奘
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
に
よ
る
漢
訳
の
み
現
存
す
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
鎌
倉
時
代
の
貞
応
元
年
に
奈
良
の
興
福
寺
で

釈
弘
睿
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
春
日
版
で
あ
り
、
弘
睿
版
と
も
呼
ば
れ
る
。
春
日
版
の
な
か
で
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
は
質
量
と
も
に
優
れ
、

厚
手
の
料
紙
・
漆
墨
の
墨
色
・
力
量
感
あ
ふ
れ
る
書
風
に
特
色
が
あ
る
。
稲
田
政
吉
の
旧
蔵
で
、
和
田
維
四
郎
を
経
て
岩
崎
文
庫
に
帰
し

た
。



三
一

〈
五
山
版
〉

　

中
世
に
臨
済
宗
の
五
山
を
中
心
に
僧
俗
の
関
係
者
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
出
版
物
を
、
五
山
版
と
呼
ぶ
。
鎌
倉
中
期
に
始
ま
り
、
南
北

朝
・
室
町
時
代
に
盛
ん
と
な
り
、
室
町
末
期
ま
で
続
い
た
。
鎌
倉
時
代
は
ほ
と
ん
ど
禅
籍
で
あ
っ
た
が
、
南
北
朝
以
降
、
漢
籍
や
日
本
撰

述
の
禅
籍
も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

宋
・
元
・
明
の
冊
子
本
を
整
版
覆
刻
し
、
附
訓
本
は
稀
で
あ
る
。
五
山
版
に
書
き
込
ま
れ
た
レ
点
等
の
訓
点
は
、
近
世
の
附
訓
本
の
も

と
と
な
っ
た
。

（
23
）
緇
林
宝
訓
一
巻

　
〔
宋
釈
沢
賢
〕
撰　

鎌
倉
末
期
刊
本
南
北
朝
補
刊　

一
冊　

二
―

Ｂ
―

ｂ
―

90　

岩
崎
文
庫

　

左
右
双
辺
縦
二
〇
・
五
㎝
横
一
五
・
〇
㎝
、
有
界
九
行
十
六
字
、
単
魚
尾
線
黒
口
、
無
点
。
首
「
緇
林
宝
訓
目
録
」、
次
「
緇
林
宝
訓
」。

版
心
題
「
緇
」。
無
刊
記
。
印
記
「
于
水
／
艸
堂
／
之
印
」「
日
本
／
国
王
／
之
印
」「
太
宰
／
大
貳
」「
苔
香
／
山
房
／
之
印
」「
雲
邨
文

庫
」。
見
返
し
に
「
緇
林
宝
訓　

一
冊
／
高
麗
末
カ
朝
鮮
始
ノ
刊
本
／
巻
首
日
本
国
王
之
印
、
巻
尾
太
宰
大
貳
ノ
大
朱
章
ヲ
捺
ス
／
纂
照
善

隣
国
宝
記
、
巻
尾
／
杉
聴
雨
居
士
読
了
ノ
記
ア
リ
」
と
記
し
た
墨
筆
付
箋
（「
福
／
堂
／
聚
／
英
」（
朱
円
印
））
を
添
付
す
。
巻
首
副
葉
裏

に
「
寛
文
四
年
甲
辰
／
六
月
中
旬
武
江
／
幕
下
山
田
迷
軒
／
修
造
之　

仍
為
後
／
日　

如
件
」
墨
筆
識
語
（「
峻
斎
臧
書
」
茶
方
印
）、
目

録
末
に
「
人
皇
九
十
二
代
後
伏
見
天
皇
／
御
宇
正
安
二
〈
庚
／
子
〉
暦
開
版
五
山
／
本
」
朱
筆
書
入
、
巻
尾
副
葉
に
「
癸
未
九
月
十
日
□

晩
／
読
了　

聴
雨
居
士
」（「
聴
雨
／
居
士
」
朱
印
）
墨
筆
書
入
あ
り
。
朱
墨
筆
書
入
あ
り
。



三
二

　

本
書
は
、
禅
の
修
行
に
役
立
つ
先
人
の
訓
戒
を
集
め
た
も
の
。
中
国
に
は
伝
わ
ら
ず
、
日
本
の
五
山
版
と
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）

刊
本
の
み
伝
わ
る
。
第
十
七
丁
～
第
三
十
二
丁
が
鎌
倉
末
期
の
原
刻
で
、
そ
の
他
は
南
北
朝
頃
の
補
刻
と
さ
れ
る
。
目
録
に
捺
さ
れ
る
「
日

本
／
国
王
／
之
印
」
印
は
、
明
の
永
楽
帝
が
室
町
幕
府
第
三
代
将
軍
足
利
義
満
（
在
職
一
三
六
九
～
九
五
）
に
「
勘
合
」（
入
貢
船
の
渡
航

証
明
書
）
と
と
も
に
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
金
印
だ
っ
た
が
、
戦
乱
で
失
わ
れ
、
木
造
印
が
作
ら
れ
た
（
毛
利
博
物
館
蔵
）。
巻
尾
に
捺

さ
れ
る
「
太
宰
／
大
貳
」
印
と
と
も
に
、
戦
国
時
代
の
武
将
大
内
義
隆
（
一
五
〇
七
～
五
一
）
が
蔵
書
印
と
し
て
用
い
た
。
本
書
も
そ
の

一
つ
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
山
田
迷
軒
な
る
人
物
に
よ
っ
て
補
修
さ
れ
、
旧
山
口
藩
士
杉
重
華
（
一
八
三
五
～
一
九
二
〇
、
号
聴

雨
）、
俳
人
・
実
業
家
木
村
素
石
（
一
八
三
七
～
一
九
〇
三
）、
稲
田
政
吉
等
の
手
に
渡
り
、
和
田
維
四
郎
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰
し
た
。

（
24
）
明
州
雪
竇
明
覚
大
師
開
堂
語
録
一
巻
雪
竇
和
尚
明
覚
大
師
瀑
泉
集
一
巻
雪
竇
和
尚
住
洞
庭
語
録
一
巻
雪
竇
和
尚
後
録
并
歌
頌
一
巻
雪

竇
和
尚
拈
古
一
巻
雪
竇
顕
和
尚
明
覚
大
師
頌
古
集
一
巻
慶
元
府
雪
竇
明
覚
大
師
祖
英
集
二
巻

　

宋
釈
重
顕
撰　

開
堂
語
録
宋
釈
文
軫
録　

宋
釈
傅
宗
校　

瀑
泉
集
宋
釈
円
応
述　

洞
庭
語
録
宋
釈
惟
蓋
輯　

後
録
宋
釈
子
環
輯　

拈
古

宋
釈
允
誠
思
恭
輯　

頌
古
宋
釈
遠
塵
輯　

正
応
二
年
京
都
東
福
寺
刊
本
室
町
補
刊　

有
補
鈔　

二
冊　

二
―

Ｂ
―

ｂ
―

34　

岩
崎
文
庫

　

単
辺
（
一
部
左
右
双
辺
）
縦
一
七
・
九
㎝
横
一
二
・
〇
㎝
、
無
界
（
一
部
有
界
）
十
一
行
二
十
字
、
単
魚
尾
白
口
、
無
点
。
首
「
明
州

雪
竇
明
覚
大
師
開
堂
語
録
〈
并
序
〉
…
曽
会
述
／
…
天
聖
四
年
九
月
一
日
／
門
人
文
軫
録
／
杭
州
承
天
寺
住
持
賜
紫
嗣
法
弟
子
〈
傅
宗
〉

校
勘
立
板
」、
次
「
雪
竇
和
尚
明
覚
大
師
瀑
泉
集
〈
并
序
〉
／
参
学
小
師
円
応
述
／
…
時
天
聖
八
年
八
月
十
五
日
序
」、
次
「
雪
竇
和
尚
住

洞
庭
語
録
／
参
学
小
師
惟
蓋
集
」、「
雪
竇
和
尚
後
録
〈
并
序
〉
／
参
学
小
師
子
環
集
／
…
如
玉
謹
序
」、
十
七
丁
表
至
二
十
丁
表
に
「
謌



三
三

頌
」
あ
り
（
末
題
「
続
添
雪
竇
語
録
并
歌
頌
」）、
次
開
禧
元
年
（
一
二
〇
五
）
徳
□
〔
題
〕、
次
「
雪
竇
和
尚
拈
古
／
参
学
小
師
允
誠
思
恭

集
序
」、
次
「
雪
竇
顕
和
尚
明
覚
大
師
頌
古
集
序
／
…
／
参
学
小
師
遠
塵
集
」、
末
題
後
に
「
参
学
仙
都
沙
門
〈
簡
□
（
虫
損
）〉
校
勘
」
と

あ
り
、
次
「
慶
元
府
雪
竇
明
覚
大
師
祖
英
集
上
／
参
学
小
師
文
政
序
／
…
歳
時
／
□
（
虫
損
）
宋
天
聖
十
年
孟
陬
月
謹
序
」、
次
「
慶
元
府

雪
竇
明
覚
大
師
禅
英
集
下
」、
末
題
前
行
に
原
刊
記
「
四
明
洪
挙
刊
」
あ
り
。
版
心
題
「
語
録
」「
雪
」「
雪
二
」「
洞
」「
洞
庭
」「
語
録
後
」

「
拈
古
」「
頌
古
」「
英
」。
刊
記
「
明
覚
大
師
語
録
雖
伝
来
年
久
曽
／
無
人
開
板
今
命
工
鏤
梓
欲
流
通
／
将
来
伏
願　

皇
風
永
扇
祖
道
重
／

興
矣　

時
正
応
二
年
仲
春
下
旬
／
三
聖
住
持
比
丘
〈
湛
照
〉
謹
記
／
奉
行
知
蔵
〈
師
元
〉」（「
雪
竇
顕
和
尚
明
覚
大
師
頌
古
集
」
二
十
九
丁

表
）。
印
記
「
洒
竹
文
庫
」「
蔵
／
書
／
鑒
｜
冷
香
／
恵
林
／
南
豊
」「
吟
風
／
弄
月
」。
朱
点
書
入
、
又
、
祖
英
集
に
墨
筆
に
よ
る
訓
点
書

入
あ
り
。
又
、「
明
州
雪
竇
明
覚
大
師
開
堂
語
録
」〔
題
〕
右
欄
外
に
「
芳
春
常
住
二
冊
内
」
墨
筆
書
入
、「
雪
竇
和
尚
住
洞
庭
語
録
」〔
題
〕

「
雪
竇
和
尚
拈
古
」「
慶
元
府
雪
竇
明
覚
大
師
祖
英
集
上
」
各
一
丁
表
上
欄
外
に
「
万
勝
寺
」
墨
筆
書
入
あ
り
。「
雪
竇
和
尚
明
覚
大
師
瀑
泉

集
」
十
八
至
二
十
四
丁
〔
江
戸
初
期
〕
補
鈔
、
又
二
十
丁
表
「
明
州
雪
竇
山
資
聖
寺
第
六
祖
明
覚
大
師
塔
銘
／
…
呂
夏
卿
撰
」、
又
塔
銘
末

に
「
雪
竇
住
山
｛
童
行　

祖
栄　

同
慕
縁
／
守
常　

勧
縁
／
四
明
徐
汝
舟
刊
｝」
と
あ
り
。
下
冊
の
〔
題
〕
二
丁
裏
の
料
紙
の
変
色
具
合
や

虫
食
い
の
跡
は
「
雪
竇
和
尚
拈
古
」
一
丁
表
と
一
致
せ
ず
、
上
冊
「
雪
竇
明
覚
大
師
開
堂
語
録
」
一
丁
表
と
酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
全
冊
に
裏
打
ち
を
施
し
て
二
冊
に
改
装
し
た
際
、
巻
首
に
あ
っ
た
序
題
を
誤
っ
て
下
冊
に
綴
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
書
は
、
雲
門
宗
の
雪
竇
重
顕
（
九
八
〇
～
一
〇
五
二
）
の
語
録
で
、
開
堂
語
録
・
瀑
泉
集
・
洞
庭
語
録
・
後
録
・
歌
頌
・
拈
古
・
頌

古
・
祖
英
集
か
ら
な
る
。
下
巻
の
「
雪
竇
頌
古
」
は
臨
済
宗
楊
岐
派
の
圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
～
一
一
三
五
）
に
よ
っ
て
評
釈
が
付
さ
れ
、

臨
済
宗
第
一
の
書
と
呼
ば
れ
る
『
碧
巌
録
』
を
生
み
出
し
、
日
本
の
禅
文
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
「
祖
英
集
」
は
日
本
で



三
四

詩
文
の
理
想
と
し
て
親
し
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
単
行
本
（
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
刊
本
）
も
出
版
さ
れ
た
。
下
冊
「
頌
古
」
末
に
三
聖

寺
の
東
山
湛
照
（
一
二
三
一
～
九
一
）
が
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
に
刊
行
し
た
と
あ
る
。
三
聖
寺
は
京
都
に
か
つ
て
あ
っ
た
寺
院
で
、

浄
土
僧
十
地
坊
覚
空
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）、
同
門
の
湛
照
と
と
も
に
、
東
福
寺
開
山
円
爾
弁
円
（
一
二
〇
二
～

八
〇
）
の
も
と
臨
済
宗
に
帰
し
、
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）、
湛
照
が
三
聖
寺
の
住
持
と
な
る
と
、
東
福
寺
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
湛

照
は
の
ち
に
円
爾
を
継
い
で
東
福
寺
二
世
と
な
り
、
三
聖
寺
に
退
隠
し
て
か
ら
は
、
日
本
仏
教
史
書
『
元
亨
釈
書
』
等
を
著
し
た
虎
関
師

錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）
を
は
じ
め
、
五
山
文
学
を
牽
引
す
る
人
材
を
育
成
し
た
。
東
福
寺
は
天
龍
寺
・
相
国
寺
・
建
仁
寺
・
万
寿

寺
と
と
も
に
京
都
五
山
の
一
つ
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
東
福
寺
二
世
の
湛
照
が
退
隠
後
に
三
聖
寺
で
刊
行
し
た
も
の
で
、
本
書
の
五
山
版

と
し
て
は
現
存
唯
一
の
完
本
で
あ
る
が
、
補
刻
さ
れ
た
丁
が
非
常
に
多
い
。
原
刻
部
分
は
摩
滅
が
甚
だ
し
く
、
頌
古
十
一
至
十
二
丁
・
祖

英
集
上
十
九
至
二
十
一
丁
は
ほ
と
ん
ど
の
文
字
が
墨
筆
で
補
写
さ
れ
て
い
る
。

〈
古
活
字
版
〉

　

近
世
初
期
の
木
活
字
を
古
活
字
と
呼
び
、
近
世
後
期
の
木
活
字
を
近
世
木
活
字
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。
古
活
字
版
の
印
刷
手
法
は
外
来

の
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
朝
鮮
銅
活
字
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
り
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
式
活
字
印
刷
機
で
あ
り
、
九
州
で
キ
リ
ス
ト
教
関
係
書
が
出
版
さ
れ
た
。

　

古
活
字
版
に
は
、
天
皇
に
よ
る
文
禄
・
慶
長
・
元
和
勅
版
、
徳
川
家
康
（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
）
の
命
に
よ
る
伏
見
版
・
駿
河
版
、

本
国
寺
・
比
叡
山
・
高
野
山
な
ど
に
よ
る
寺
院
版
、
医
師
に
よ
る
出
版
、
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
～
一
六
三
七
）
に
よ
る
嵯
峨
本
、
宗



三
五

存
・
天
海
に
よ
る
大
蔵
経
の
刊
行
な
ど
が
あ
る
。
近
世
初
期
の
約
五
十
年
間
に
隆
盛
し
た
が
、
大
量
印
刷
に
向
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

読
者
層
が
広
が
り
、
出
版
業
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
と
の
整
版
印
刷
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

（
25
）
勧
学
文
一
巻

　

慶
長
二
年
後
陽
成
天
皇
古
活
字
印
本　

一
冊　

三
―

Ａ
―
ｅ
―

８　

岩
崎
文
庫

　

左
右
双
辺
縦
二
五
・
一
㎝
横
一
六
・
二
㎝
、
有
界
八
行
十
七
字
、
三
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
「
勧
学
文
」
全
五
丁
。
版
心
題
「
勧
学

文
」。
刊
記
「
命
工
毎
一
梓
鏤
一
字
棊
布
之
一
版
印
之
／
此
法
出
朝
鮮
甚
無
不
便
因
茲
摸
写
此
書
／
／
慶
長
二
年
八
月
下
澣
」（
巻
末
）。
印

記
「
後
陽
成
帝
勅
版
」「
木
邨
／
正
辞
／
図
書
」「
雲
邨
文
庫
」。
題
簽
題
「
勧
学
文
」（「
後
陽
成
帝
勅
版
」
印
、
ハ
ガ
レ
）。
改
装
。
原
装

副
葉
に
「
上
ヨ
リ　

時
直
ニ
拝
領　

慶
長
二
年
八
月
廿
六
日
」
墨
筆
書
入
有
り
。

　

本
書
は
、『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
』
前
集
巻
上
の
初
め
に
収
載
さ
れ
る
「
勧
学
文
」
八
篇
を
別
行
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
後
陽

成
天
皇
（
在
位
一
五
八
六
～
一
六
一
一
）
の
勅
命
に
よ
り
印
行
さ
れ
た
も
の
で
「
慶
長
勅
版
」
と
呼
ば
れ
る
。
慶
長
勅
版
全
十
四
点
の
う

ち
三
番
目
と
な
る
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
巻
末
の
刊
記
に
は
朝
鮮
の
印
刷
法
に
な
ら
っ
た
と
の
一
文
が
見
え
る
。

木
村
正
辞
の
旧
蔵
で
、
和
田
維
四
郎
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰
し
た
。

（
26
）
新
雕
皇
朝
類
苑
七
十
八
巻
巻
第
目
録
十
四
巻

　

宋
江
少
虞
撰　

元
和
七
年
後
水
尾
天
皇
拠
紹
興
二
十
三
年
麻
沙
書
房
刊
本
古
活
字
印　

十
五
冊　

三
―

Ａ
―

ｌ
―

２　

岩
崎
文
庫



三
六

　

双
辺
縦
二
二
・
二
㎝
横
一
六
・
六
㎝
、
無
界
十
三
行
二
十
字
注
文
小
字
単
行
、
双
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
紹
興
十
五
年
（
一
一
四
五
）

江
少
虞
「
皇
宋
事
宝
類
苑
序
」、
次
汪
俣
「
皇
宋
事
宝
類
苑
後
序
」、
次
「
皇
朝
類
苑
総
目
」（
総
目
原
欠
あ
り
）、
次
「
麻
沙
新
雕　

皇
朝

類
苑
巻
第
目
録
一
」、
以
下
至
巻
第
目
録
十
四
、
次
「
新
雕　

皇
朝
類
苑
巻
第
一
」、
以
下
至
巻
第
七
十
八
、
次
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）

前
南
禅
寺
釈
瑞
保
「
皇
朝
類
苑
跋
」。
版
心
題
「
皇
朝
」。
無
刊
記
。
原
刊
記
「
紹
興
二
十
三
年
／
癸
酉
歳
中
元
日
／
麻
沙
書
房
印
行
」（
巻

第
目
録
三
末
）。
印
記
「
後
水
尾
院
勅
版
」「
白
雲
書
庫
」「
必
端
堂
／
図
書
記
」「
島
範
／
□
蔵
／
万
巻
」「
勿
折
角
勿
巻
脳
勿
以
／
墨
汚
勿

令
鼠
齩
勿
唾
／
幅
揭
勿
爪
字
抓
勿
跨
／
帙
或
作
枕
勿
不
如
奉
／
師
教
勿
粥
市
及
借
人
／
勿
違
命
為
不
孝
必
端
／
野
父
題
以
嘱
児
元
徽
」「
江

風
山
／
月
荘
」「
福
堂
」「
雲
邨
文
庫
」。
朱
墨
筆
書
入
あ
り
。

　

本
書
は
、
南
宋
の
江
少
虞
の
撰
し
た
類
書
で
、
祖
宗
聖
君
以
下
、
全
二
十
八
門
に
分
類
し
、
宋
代
の
遺
文
・
逸
事
を
収
載
す
る
。
本
版

の
底
本
は
紹
興
二
十
三
年
（
一
一
五
三
）
麻
沙
刊
の
七
十
八
巻
本
で
あ
る
が
、
中
国
に
は
『
四
庫
全
書
』
所
収
の
六
十
三
巻
本
が
伝
わ
る

の
み
で
、
七
十
八
巻
本
は
伝
わ
ら
な
い
。
後
陽
成
天
皇
の
印
刷
事
業
を
継
承
し
た
後
水
尾
天
皇
（
一
六
一
一
～
二
九
）
に
よ
っ
て
木
活
字

を
用
い
て
印
行
さ
れ
た
も
の
で
、
唯
一
の
「
元
和
勅
版
」
で
あ
る
。
跋
文
を
書
い
た
有
節
瑞
保
（
一
五
四
八
～
一
六
三
三
）
は
、
臨
済
宗

の
僧
で
、
京
都
南
禅
寺
を
経
て
、
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）、
相
国
寺
鹿
苑
院
に
入
り
僧
録
と
な
っ
た
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
江
戸
時
代

前
期
の
医
者
野
間
玄
琢
（
一
五
九
〇
～
一
六
四
五
）・
三
竹
（
一
六
〇
八
～
七
六
）
父
子
（
白
雲
書
庫
）、
江
戸
時
代
中
後
期
の
篆
刻
家
・

蔵
書
家
小
島
必
端
（
一
七
四
六
～
一
八
一
〇
）、
明
治
大
正
期
の
書
肆
・
政
治
家
稲
田
政
吉
等
の
手
に
渡
り
、
和
田
維
四
郎
を
経
て
東
洋
文

庫
に
帰
し
た
。



三
七

（
27
）
六
韜
六
巻

　

慶
長
九
年
徳
川
家
康
古
活
字
印
本　

二
冊　

三
―

Ａ
―

ｋ
―

５　

岩
崎
文
庫

　

双
辺
縦
二
二
・
〇
㎝
横
一
五
・
七
㎝
、
有
界
八
行
十
七
字
注
文
小
字
双
行
、
双
花
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
「
六
韜
巻
第
一
」、
以
下
至

巻
第
六
、
次
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
釈
元
佶
〔
跋
〕。
版
心
題
「
六
韜
」。
無
刊
記
。
題
簽
題
「
六
韜
」（
書
貼
）。
印
記
「
立
／
岩
／
氏
」

「
風
月
／
場
／
珍
臧
」「
伊
佐
早
兼
／
古
書
之
宝
」「
雲
邨
文
庫
」。
帙
裏
に
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
伊
佐
早
謙
墨
筆
識
語
あ
り
。

　

本
書
は
、
周
の
太
公
望
呂
尚
の
撰
と
仮
託
さ
れ
る
兵
法
書
で
、
文
韜
・
武
韜
・
龍
韜
・
虎
韜
・
豹
韜
・
犬
韜
の
六
巻
か
ら
な
り
、
富
国

強
兵
の
策
を
説
く
。
徳
川
家
康
が
慶
長
四
～
十
一
年
（
一
五
九
九
～
一
六
〇
六
）
に
か
け
て
、
伏
見
円
光
寺
の
閑
室
元
佶
（
一
五
四
八
～

一
六
一
二
）
に
十
万
個
の
木
活
字
を
与
え
て
印
行
さ
せ
た
も
の
で
、「
伏
見
版
」
と
呼
ば
れ
る
。
米
沢
市
の
郷
土
史
家
伊
佐
早
謙
（
一
八
五

七
～
一
九
三
〇
）
の
旧
蔵
で
、
和
田
維
四
郎
の
手
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰
し
た
。

（
28
）
帝
鑑
図
説
二
巻

　

明
張
居
正
呂
調
陽
奉
勅
撰　

慶
長
十
一
年
跋
豊
臣
秀
頼
拠
万
暦
中
刊
本
古
活
字
印　

有
補
鈔　

六
冊　

三
―

Ａ
―

ｉ
―

９　

岩
崎
文
庫

　

双
辺
縦
二
二
・
〇
㎝
一
四
・
五
㎝
、
有
界
九
行
十
九
字
、
双
花
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
万
暦
癸
酉
（
元
年
、
一
五
七
三
）
陸
樹
声
「
帝

鑑
図
説
叙
」、
次
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
張
居
正
等
「
進
図
疏
」、
次
「
目
録
」（
版
心
「
前
目
録
」）、
次
「
聖
」（
版
心
）、
次
「
任
賢
図

治
」（
挿
絵
）、
次
「
前
」（
版
心
）、
次
「
中
狂
」（
版
心
）、
次
「
目
録
」（
版
心
「
後
目
録
」）、
次
「
遊
畋
失
位
」（
挿
絵
）、
次
「
後
」（
版

心
）、
次
万
暦
元
年
王
希
烈
「
帝
鑑
図
説
後
序
」、
次
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
豊
光
寺
釈
承
兌
「
末
」（
版
心
）。
版
心
題
「
前
」「
後
」。



三
八

無
刊
記
。
印
記
「
雲
邨
文
庫
」。
朱
墨
筆
書
入
あ
り
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
墨
筆
識
語
あ
り
。

　

本
書
は
、
中
国
古
代
か
ら
宋
代
ま
で
の
君
主
の
事
蹟
の
中
か
ら
善
事
八
十
一
条
、
悪
事
三
十
六
条
を
選
び
、
一
事
ご
と
に
挿
絵
及
び
解

説
を
加
え
た
帝
王
教
育
の
書
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
為
政
者
の
必
読
書
と
さ
れ
た
。
古
活
字
版
史
上
、
最
初
期
の
絵
入
り
本
で
あ
り
、

挿
絵
は
当
然
整
版
で
あ
る
。
狩
野
派
は
、
こ
の
挿
絵
か
ら
よ
く
画
題
を
取
っ
た
。
慶
長
十
一
年
に
豊
臣
秀
頼
（
一
五
九
三
～
一
六
一
五
）

が
出
版
し
た
も
の
で
、「
秀
頼
版
」「
豊
臣
版
」
と
呼
ば
れ
、
第
六
冊
末
の
西
笑
承
兌
（
一
五
四
八
～
一
六
〇
七
。
の
ち
鹿
苑
僧
録
と
な
る
）

の
「
末
」
で
、
秀
頼
の
刊
行
に
言
及
す
る
。
和
田
維
四
郎
の
手
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰
し
た
。

（
29
）
群
書
治
要
五
十
巻　

原
欠
巻
第
四
第
十
三
第
二
十

　

唐
魏
徴
等
奉
勅
輯　
〔
元
和
二
年
徳
川
家
康
〕
銅
活
字
印
本　

四
十
七
冊　

三
―

Ａ
―

ｉ
―

１　

岩
崎
文
庫

双
辺
縦
二
〇
・
八
㎝
横
一
五
・
四
㎝
、
有
界
八
行
十
七
字
注
文
小
字
双
行
、
双
花
魚
尾
黒
口
、
無
点
。
首
魏
徴
等
「
群
書
治
要
序
」、
次

「
群
書
治
要
目
録
」、
次
「
群
書
治
要
巻
第
一
」、
以
下
至
巻
第
五
十
。
版
心
題
「
群
書
治
要
」。
無
刊
記
。
題
簽
題
「
群
書
治
要
」。
印
記

「
紀
伊
徳
川
／
氏
蔵
板
記
」。

　

本
書
は
、
貞
観
五
年
（
六
三
一
）、
唐
の
太
宗
の
勅
命
で
魏
徴
が
総
裁
と
な
り
、
経
史
子
部
六
十
八
種
の
典
籍
か
ら
政
治
の
要
道
を
採
録

し
た
も
の
。
奈
良
時
代
に
遣
唐
使
に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
帝
王
学
の
書
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
が
、
中
国
で
は
宋
初
に
亡
ん
だ
。

東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
徳
川
家
康
が
駿
河
退
隠
後
、
以
心
崇
伝
（
一
五
六
九
～
一
六
三
三
）・
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
に
命
じ
て

銅
活
字
を
用
い
て
印
行
し
た
も
の
で
、「
駿
河
版
」
と
呼
ば
れ
る
。
駿
河
版
「
群
書
治
要
」
は
、
金
沢
文
庫
伝
来
の
巻
子
本
（
宮
内
庁
書
陵



三
九

部
蔵
）
を
底
本
と
し
て
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
に
完
成
し
た
。
し
か
し
本
書
の
刷
り
上
が
り
を
待
た
ず
に
家
康
が
死
去
し
た
た
め
、

下
賜
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
管
さ
れ
、
元
和
五
年
、
駿
河
守
徳
川
頼
宣
（
一
六
〇
二
～
七
一
、
家
康
の
十
男
）
の
紀
州
転
封
に
よ
り
、
銅
活

字
と
と
も
に
紀
州
に
移
さ
れ
た
。
現
在
、
凸
版
印
刷
株
式
会
社
に
銅
活
字
三
万
七
千
九
百
七
十
九
個
が
所
蔵
さ
れ
る
。

（
30
）
仏
説
不
増
不
減
経
一
巻

　

北
魏
菩
提
流
支
訳　

慶
長
十
九
年
日
本
国
大
蔵
都
監
古
活
字
印
本　

一
帖　

三
―

Ａ
―

ｂ
―

33　

岩
崎
文
庫

　

無
辺
書
型
縦
二
五
・
九
㎝
横
毎
折
九
・
五
㎝
、
無
界
毎
折
五
行
十
四
字
、
無
点
。
首
「
仏
説
不
増
不
減
経　

羊
／
元
魏
北
印
度
三
蔵
菩

提
流
支
訳
」。
第
二
紙
以
降
、
右
端
に
「
不
増
不
減
経　

第
幾
張　

羊
」
と
刻
す
。
刊
記
「
甲
寅
歳
（
慶
長
十
九
年
、
一
六
一
四
）
大
日
本

国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
彫
造
」（
巻
末
）。
千
字
文
「
羊
」。
題
簽
題
「
仏
説
不
増
不
減
経
」（
書
貼
）。
印
記
「
雲
邨
文
庫
」。
巻
首
に
「
内
藤

虎
次
郎
」
と
記
し
た
墨
筆
付
箋
、
巻
尾
に
「
奈
良
筒
井
寛
聖
氏
蔵
大
蔵
経
目
録
」
の
奥
書
を
転
記
し
た
墨
筆
付
箋
を
添
付
す
。
墨
筆
書
入

あ
り
。

　

本
書
は
、
三
界
・
六
道
を
流
転
輪
廻
す
る
衆
生
の
数
に
増
減
が
あ
る
か
と
い
う
問
に
端
を
発
し
て
、
如
来
蔵
の
思
想
に
つ
い
て
説
い
た

も
の
。
江
戸
初
期
、
伊
勢
国
常
明
寺
の
天
台
僧
宗
存
が
、
京
都
の
北
野
経
王
堂
で
印
行
し
た
も
の
で
、「
宗
存
版
」・「
北
野
経
王
堂
版
」
と

呼
ば
れ
る
。
高
麗
版
大
蔵
経
に
倣
っ
て
「
日
本
国
大
蔵
都
監
奉
／
勅
雕
造
」
の
文
言
を
入
れ
た
刊
記
が
多
く
、
後
陽
成
院
の
勅
に
よ
っ
た

と
の
説
が
あ
る
。『
大
蔵
目
録
』
三
巻
を
は
じ
め
、
百
点
近
い
折
本
を
印
行
し
た
後
、
そ
の
一
切
経
印
行
は
途
絶
し
た
が
、
寛
永
元
年
（
一

六
二
四
）
ま
で
袋
綴
じ
本
で
天
台
典
籍
を
印
行
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
宗
存
版
は
、
肉
厚
の
黄
紙
に
大
型
の
活
字
で
刷
ら



四
〇

れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
和
田
維
四
郎
の
手
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰
し
た
。

（
31
）
摩
訶
止
観
科
解
十
巻

　

隋
釈
智
顗
説　

□
欠
名
科
解　

慶
長
六
至
八
年
比
叡
山
延
暦
寺
東
塔
東
谷
月
蔵
房
真
慶
古
活
字
印
本　

二
十
六
冊　

三
―

Ａ
―

ｂ
―

51　

岩

崎
文
庫

　

上
下
双
辺
左
右
単
辺
縦
二
一
・
七
㎝
横
一
七
・
五
㎝
、
有
界
九
行
十
九
字
、
双
花
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
、
上
部
双
辺
間
に
科
文
あ
り
。

首
永
泰
元
年
（
七
六
五
）
普
門
子
「
止
観
輔
行
伝
弘
決
序
」、
次
「
摩
訶
止
観
科
解
巻
第
一
之
一
」、
以
下
至
巻
第
十
。
版
心
題
「
止
」。
刊

記
「
惟
旹
慶
長
六
暦
〈
辛
／
巳
〉
十
月
日
於
比
叡
山
延
暦
寺
東
／
塔
東
谷
月
蔵
坊
令
刊
摺
之
畢
」（
巻
第
一
之
三
巻
末
）、「
惟
旹
慶
長
七
暦

〈
壬
／
寅
〉
三
月
日
於
比
叡
山
延
暦
寺
東
／
塔
東
谷
月
蔵
坊
令
刊
摺
之
畢
」（
巻
第
二
之
三
巻
末
。
巻
第
三
之
三
巻
末
作
「
六
月
」、
巻
第
四

之
二
巻
末
作
「
八
月
」、
巻
第
五
之
四
巻
末
作
「
九
月
」）、「
惟
旹
慶
長
八
暦
〈
癸
／
卯
〉
三
月
日
於
比
叡
山
延
暦
寺
／
東
塔
東
谷
月
蔵
坊

令
刊
摺
之
畢　
〈
真
慶
〉」（
巻
第
六
之
三
巻
末
。
巻
第
九
之
二
巻
末
作
「
五
月
」）、「
惟
時
慶
長
八
暦
〈
癸
／
卯
〉
六
月
日
於
比
叡
山
延
暦

寺
／
東
塔
東
谷
月
蔵
房
令
刊
摺
之
畢
」（
巻
第
十
巻
末
）。
印
記
「
金
集
口
」（
墨
印
）。
ま
ま
巻
首
に
「
乗
実
房
」
の
墨
筆
書
入
あ
り
。
巻

第
十
刊
記
の
後
に
「
雖
点
異
字
直
可
有
見
落
者
也
／
于
時
元
禄
三
年
十
月
七
日　

乗
実
房
豪
覚
〈
六
十
才
〉」
朱
筆
識
語
あ
り
。
乗
実
房
豪

覚
に
よ
る
朱
墨
筆
書
入
あ
り
。

　

本
書
は
、
天
台
宗
の
開
祖
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
が
天
台
宗
の
修
行
法
で
あ
る
観
心
を
体
系
的
に
説
い
た
も
の
で
、
天
台
教
学
の

根
本
と
な
る
天
台
三
大
部
の
一
つ
。
何
者
か
に
よ
っ
て
科
文
と
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
初
期
に
比
叡
山
延
暦
寺
で
木
活
字
を
用
い



四
一

て
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
、「
叡
山
版
」・「
叡
山
古
活
字
版
」
と
呼
ば
れ
る
。
叡
山
版
は
、
山
内
の
三
塔
（
東
塔
・
西
塔
・
横
川
）
十
六
谷
の

子
院
・
諸
道
堂
で
開
版
さ
れ
た
た
め
、
版
式
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
後
の
も
の
ほ
ど
活
字
が
小
型
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
慶
長
年
間
（
一

五
九
六
～
一
六
一
五
）
は
双
辺
、
元
和
（
一
六
一
五
～
二
四
）
以
降
は
単
辺
・
無
辺
が
多
い
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
慶
長
六
年
十
月
か
ら

八
年
六
月
に
か
け
て
東
塔
東
谷
の
月
蔵
房
真
慶
に
よ
っ
て
印
行
さ
れ
た
。

〈
覆
古
活
字
本
〉

　

古
活
字
版
を
覆
刻
し
た
整
版
本
を
、
覆
古
活
字
版
、
ま
た
は
古
活
字
覆
刻
整
版
本
と
呼
ぶ
。
古
活
字
版
の
刷
り
本
を
版
木
に
貼
り
付
け

て
版
下
と
し
、
そ
の
ま
ま
彫
板
し
た
も
の
。
古
活
字
版
・
覆
古
活
字
版
の
見
分
け
は
難
し
く
、
墨
の
の
り
具
合
や
、
文
字
同
士
の
接
触
の

具
合
等
で
見
極
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

（
32
）
列
子
鬳
斎
口
義
二
巻　
＊
覆
古
活
字
本
と
の
比
較
資
料
と
し
て
。

　

宋
林
希
逸
撰　

慶
長
元
和
間
古
活
字
印
本　

二
冊　

三
―

Ａ
―
ａ
―

24　

岩
崎
文
庫

　

双
辺
縦
二
〇
・
五
㎝
横
一
四
・
七
㎝
、
有
界
九
行
十
九
字
、
双
花
魚
尾
小
黒
口
、
無
点
。
首
「
列
子
鬳
斎
口
義
巻
上
／
鬳
斎
林
希
逸
」、

以
下
巻
下
。
版
心
題
「
列
子
」。
無
刊
記
。
題
簽
題
「
列
子
口
義
」（
書
貼
）。
印
記
「
縁
覚
寺
」（
墨
消
チ
）「
岡
本
蔵
書
記
」「
閻
魔
庵
／

図
書
部
」「
岡
本
蔵
書
」「
傍
島
」「
玄
／
谿
」「
雲
邨
文
庫
」。
朱
墨
筆
書
入
あ
り
。

　

本
書
は
、
戦
国
時
代
の
思
想
家
列
御
寇
の
思
想
を
説
い
た
も
の
で
、
宋
の
林
希
逸
（
号
鬳
齋
）
に
よ
っ
て
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
列
御



四
二

寇
は
実
在
の
人
物
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
、
様
々
な
文
献
に
伝
え
ら
れ
た
寓
話
が
晋
代
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫

蔵
本
は
そ
の
古
活
字
本
。
明
治
大
正
期
の
横
浜
の
実
業
家
岡
本
閻
魔
庵
（
名
久
次
郎
）
の
旧
蔵
で
、
和
田
維
四
郎
を
経
て
東
洋
文
庫
に
帰

し
た
。

（
33
）
列
子
鬳
斎
口
義
二
巻

　

宋
林
希
逸
撰　

寛
永
四
年
京
都
安
田
安
昌
容
膝
亭
拠
慶
長
元
和
間
古
活
字
印
本
刊　

四
冊　

Ⅲ
―

13
―

803

　

双
辺
縦
二
〇
・
一
㎝
横
一
四
・
五
㎝
、
有
界
九
行
十
九
字
、
双
花
魚
尾
小
黒
口
、
送
返
縦
点
。
首
「
列
子
鬳
斎
口
義
巻
上
／
鬳
斎
林
希

逸
」、
以
下
至
巻
下
之
二
。
版
心
題
「
列
子
」。
刊
記
「
旹
寛
永
四
暦
歳
次
丁
卯
臘
月
吉
旦
／
洛
陽
烏
丸
通
大
炊
町
／
安
田
安
昌
新
刊
于
容

膝
亭
」（
巻
下
之
二
末
）。
題
簽
題
「
列
子
」。
印
記
「
西
□
／
周
」「
英
王
堂
蔵
書
」。
巻
上
之
一
見
返
し
に
「
共
四
冊　

釈
徳
牛
（
花
押
）」、

巻
下
之
二
末
に
「
共
四
冊　

徳
牛
（
花
押
）」
墨
筆
書
入
あ
り
。
朱
筆
書
入
あ
り
。

　
（
32
）
の
覆
刻
本
。
原
本
を
忠
実
に
覆
刻
し
た
の
で
は
な
く
、
巻
上
第
六
十
六
丁
裏
で
巻
を
改
め
て
、
以
降
を
「
巻
上
之
二
」（
丁
付
「
又

六
十
六
」）
と
し
、
巻
下
第
四
十
七
丁
表
第
八
行
で
巻
を
改
め
て
、
以
降
を
「
巻
下
之
二
」（
丁
付
「
又
四
十
七
」）
と
し
、
各
巻
一
冊
の
四

冊
本
と
し
て
、
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
に
刊
行
し
た
も
の
。
東
洋
文
庫
蔵
本
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
語
学
者
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
五
）
の
旧
蔵
で
、
弟
子
上
田
万
年
（
一
八
六
七
～
一
九
三
七
）
の
手
に
渡
り
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三

八
）、
万
年
の
子
上
田
寿
に
よ
っ
て
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
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別表１【東洋文庫所蔵『永楽大典』リスト】
卷次 巻数 冊数 韻目 小韻 備考

卷五五四～五五六 3 1 一東239※ 庸
卷八四九～八五一 3 1 二支 詩
卷一〇五六 1 1 二支 池 首闕
卷一一八八 1 1 二支 辞 周易繋辞
卷一一九二 1 1 ［二支］ ［辞］ 零葉。周易繋辞
卷一二〇〇 1 1 ［二支］ ［辞］ 零葉。周易繋辞

卷二二五四・二二五五 2 1 六模 壷
表紙裏に四庫全書纂修時の纂修
官によるチェック表貼付。図多
数

卷二二八二・二二八三 2 1 六模 湖
卷二六一〇・二六一一 2 1 七皆65 臺

卷五一九九～五二〇五 7 4 十二先
389-392 原 巻5205の3a3に黄絹貼付

卷五二六八 1 1 十三蕭 䄏

卷六八二六・六八二七 2 1 十八陽446 王
卷七二三七・七二三八 2 1 十八陽626 堂
卷七五一一・七五一二 2 1 十八陽755 倉
卷九五六一 1 1 二十二覃13 南 河南布政司。図多数
卷一〇五三九・一〇五
四〇 2 1 四濟 啓 巻10540の10a5に黄絹貼付

卷一〇八一二～一〇八
一四 3 1 六姥 母

卷一一四一二・一一四
一三 2 1 十一産 眼

卷一一五九八・一一五
九九 2 1 十四巧 草 ジョージ・アーネスト・モリソ

ン旧蔵。表紙に鉛筆サインあり
卷一一六〇二・一一六
〇三 2 1 十四巧 藻 ジョージ・アーネスト・モリソ

ン旧蔵。表紙に鉛筆サインあり
卷一一六一五・一一六
一六 2 1 十四巧 老

卷一一八四八・一一八
四九 2 1 十八養 享

卷一三〇一九 1 1 一送389 宋 零葉。題簽巻5549に作る
卷一三一三九・一三一
四〇 2 1 一送450 夢

卷一四九四七 1 1 六暮 婦
卷一五九四八・一五九
四九 2 1 九震216 運

卷一九四一六～一九四
二六 11 5 二十二勘

10-14 站

合　　計 63 34
※「韻目」欄の韻目に付した算用数字は、表紙の右上に貼付された題簽に記された韻目ごと
の冊次である。
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別表２【『四庫全書』の四部分類】
部 類 部 類

経部

易類

子部

儒家類
書類 兵家類
詩類 法家類
礼類 農家類
春秋類 医家類
孝経類 天文算法類
五経総義類 術数類
四書類 芸術類
楽類 譜録類
小学類 雑家類

史部

正史類 類書類
編年類 小説家類
紀事本末類 釈家類
別史類 道家類
雑史類

集部

楚辞類
詔令奏議類 別集類
伝記類 総集類
史鈔類 詩文評類
載記類 詞曲類
時令類
地理類
職官類
政書類
目録類
史評類
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【
主
な
参
考
資
料
】

東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題　

Ⅰ
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
九
〇
年
三
月
）

井
上
宗
雄
等
編
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
三
月
）

東
洋
文
庫
日
本
研
究
委
員
会
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題　

Ⅲ
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

東
洋
文
庫
日
本
研
究
班
『
岩
崎
文
庫
貴
重
書
書
誌
解
題　

Ⅳ
』（
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

會
谷
佳
光
「
漢
籍
善
本
紹
介　

東
洋
文
庫
（
１
）」
～
「
同
（
５
）」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
54
～
58
号
。
二
〇
一
二
年
五
月
～
二

〇
一
四
年
五
月
）
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（１）唐人雑鈔　第52～57行

（２）永楽大典　巻544. 1a （２）永楽大典　巻544. 表紙
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（３）外戚事鑑　卷1. 4b～5a

（４）南巡盛典　卷22. 20a （４）南巡盛典　卷20.1a
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（５）康熙帝実録　巻300. 1a

（５）康熙帝実録　巻298～300を収める帙の外観

（５）康熙帝実録
巻300末の副葉



四
九

（７）歴代地理指掌図　序末・目録・古今華夷区域総要図

（６）増阿含経　巻39. 巻尾 （６）増阿含経　巻39. 巻首



五
〇

（８）文選　巻60末. 紹興28年跋

（８）文選　倹飩箱
（８）文選　巻1. 1a



五
一

（10）高僧伝　目録末の刊記・巻1. 1a

（９）周易経伝集程朱解附録纂註
巻1. 1a

（９）周易経伝集程朱解附録纂註
総目末の刊記



五
二

（11）七経図　「大易象数鈎深図」目録2b・本文1a

（12）〔万暦〕新寧県志　巻1. 1b～2a「全境之図」



五
三

（13）〔道光〕新寧県志　巻1. 1a

（14）新安程氏統宗世譜　附録上
「宋明道伊川二先生祠」

（14）新安程氏統宗世譜　巻一中山博野派三
十三世 程顥・程頤

（13）〔道光〕新寧県志　巻首. 1a



五
四

（17）杜工部集　巻1. 1a

（16）選詩　巻1. 1a （15）新安名族志　「新安名族志前巻」1a



五
五

（19）芸文類聚　第１冊見返しの内賜記と巻頭の「宣賜／之記」印

（18）禅林宝訓　巻下末の宣光八年釈混
修跋

（18）禅林宝訓　巻上. 1a



五
六

（20）大越史記外紀全書　巻1. 1a

（21）地志類　外観。越南本の特徴的な装訂
が施されている

（21）地志類　巻1. 1a

（19）芸文類聚　巻1. 1a



五
七

（22）因明正理門論本　
巻末の刊語

（23）緇林宝訓　巻末「太宰／大貳」 （23）緇林宝訓　目録1a「日本／国王／
之印」

（22）因明正理門論本　巻首



五
八

（24）雪竇明覚大師語録　下冊頌古集29a
刊記

（25）勧学文　巻末刊記 （25）勧学文　1a

（24）雪竇明覚大師語録　上冊開堂語録
1a



五
九

（26）新雕皇朝類苑　元和7年跋

（27）六韜　慶長9年跋 （27）六韜　巻1. 1a

（26）新雕皇朝類苑　巻1.1a



六
〇

（28）帝鑑図説　三顧の礼の場面

（28）帝鑑図説　慶長11年跋



六
一

（30）仏説不増不減経　巻首

（29）群書治要　「紀伊徳川／氏蔵板記」 （29）群書治要　巻1. 1a



六
二

（30）仏説不増不減経　巻末の刊記

（31）摩訶止観科解　巻10巻末の刊記 （31）摩訶止観科解　巻1之1. 1a



六
三

（32）列子鬳斎口義　巻下. 47a

（33）列子鬳斎口義（覆古活字本）
巻下之２. 又47a

（33）列子鬳斎口義（覆古活字本）
巻上. 1a

（32）列子鬳斎口義　巻上. 1a
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